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「

炉

開

き

」
一
株

市
指
定
天
然
記
念
物

所
在
地

大
野
町
一
丁
目

所
有
者
・
管
理
者

八
木

正
弘

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
九
日

こ
の
品
種
は
ユ
キ
ツ
バ
キ
と
茶
の
自
然
交
配
雑
種
で
大
変
珍
し
い
も

の
で
す
。
花
や
葉
の
特
徴
が
ユ
キ
ツ
バ
キ
と
茶
の
中
間
的
形
質
を
示
し

て
お
り
、
茶
か
ら
検
出
さ
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
が
茎
葉
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

樹
高
は
約
三
メ
ー
ト
ル
で
、
主
幹
が
な
く
株
立
ち
で
、
樹
齢
は
百
年

以
上
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

花
径
は
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
五
〜
六
弁
の
一
重
平
咲
き
、
淡

い
ピ
ン
ク
色
を
呈
し
、
当
地
で
は
秋
と
翌
春
に
か
れ
ん
な
花
が
咲
き
ま
す
。

ユ
キ
ツ
バ
キ
と
茶
は
属
が
異
な
り
、
ま
た
ユ
キ
ツ
バ
キ
は
春
咲
き
、

茶
は
秋
咲
き
な
の
で
、
自
然
の
状
態
で
交
配
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
来
十
一
月
末
か
ら
十
二

月
こ
ろ
に
咲
く
べ
き
茶
の
花
が
、
当
市
の
よ
う
に
雪
の
多
い
と
こ
ろ
で

は
、
雪
の
中
に
埋
も
れ
た
ま
ま
冬
を
越
し
、
開
花
が
遅
れ
、
春
に
花
が

咲
い
て
近
く
に
あ
っ
た
ユ
キ
ツ
バ
キ
と
偶
然
交
配
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
早
咲
き
の
秋
咲
き
性
ユ
キ
ツ
バ
キ
と
茶
の
開

花
期
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
自
然
交
雑
に
よ
る
も
の
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

品
種
名
の
「
炉
開
き
」
は
、
茶
道
で
秋
に
炉
を
開
く
行
事
で
あ
る

「
炉
開
き
」
の
こ
ろ
に
花
が
満
開
に
な
る
の
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た

も
の
で
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
原
木
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の

文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐
２
０
２
０
）
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19
と
ち
お
の
文
化
財
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 勤 労 者 体 育 館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
日 道 院 高 原 無 休
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 毎週水曜日

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。



（箇所数）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
比
較
デ
ー
タ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
十
三
回

目
の
今
回
は
、
保
育
料
の
仕
組
み
や
商
工
業
の
支
援
策
な
ど
の
比
較
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会
は
五
回
目
の
首
長
会
議
が
八
月
二
十
八
日
に
小
国
町
で
開

催
さ
れ
、
四
つ
の
検
討
項
目
す
べ
て
の
協
議
が
終
了
し
ま
し
た
。
次
回
十
月
二
十
五
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
首
長
会
議
で
は
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
内
容
を
、
研
究
会
報
告
書
と
し
て
ど
の
よ
う
に
ま

と
め
る
か
が
協
議
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
見
て
、
今
後
の
方
向
と
し
て
、
任
意
合

併
協
議
会
の
設
立
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

栃尾市では現在、公立保育所２施設と私立保育所（園）７施設があ
ります。これら保育所（園）の運営に必要となる経費（運営費）は、
保護者、国、県、市で負担しています。（下図参照）
入所（園）している児童の保育料は、その世帯の収入によって市が

定めた基準額表に基づく金額を保護者から負担していただいています
が、市は保護者の保育料を国の定めた基準額よりも低く定めることで
負担の軽減を図っています。その他にも、保育環境を充実させるため
の未満児保育や、延長保育などの特別保育事業に必要な経費も市で負
担しています。
８市町村の保育料を比較してみると、それぞれの軽減策などの制度

の違いによって金額にばらつきが見られます。（モデル世帯A：所得税
5万円、モデル世帯B：所得税21万円と仮定して比較）
合併したとすると、これらの仕組みをどう取り扱うかは、今後の協

議になります。

保育に要する費用と負担割合（平成13年度：栃尾市分）

保　育　料

※１　モデル世帯Ａ
前年度所得税額50,000円
の世帯
モデル世帯Ｂ
前年度所得税額210,000
円の世帯

※２　２人以上の児童が入所し
ている場合、保育料の半
額及び無料等の取扱いに
ついては別に規定があり
ます。

※３　小国町については、３歳
以下と４歳以上の区分に
なります。

※４ ↑最高 ↓最低

３歳未満児Ａ
モデル世帯Ａ前年分

所得税

※１を

参照

保育料

減免措置

３歳以上児Ａ

３歳未満児Ｂ
モデル世帯Ｂ

２人以上の児童が入所の場合

３人以上の児童が入所の場合

３歳以上児Ｂ

28,300

24,300

47,500

34,200

２人目半額

３人目無料

26,000

22,500

46,000

32,000

２人目半額

３人目1/10

22,800

20,400

38,800

29,200

２人目半額

３人目無料

18,000

15,500

33,400

24,100

２人目半額

３人目1/10

23,300

21,500

43,000

30,100

２人目半額

３人目無料

21,500

17,500

33,000

27,000

２人目半額

３人目1/10

19,200

19,200

27,000

23,700

２人目半額

３人目1/10

※3
27,000

25,000

47,000

33,000

２人目半額

３人目1/10

長岡市 見附市 栃尾市 中之島町 越路町 山古志村 小国町 三島町

単位：円

平成13年４月１日

※延長保育の時間は、１日あたりの時間です。

その他の児童福祉制度

地域子育て支援センター

家庭児童相談所

延長保育

11時間以上～11時間30分未満

11時間30分以上～12時間未満

12時間以上

料金（円）／月

17 なし 1 1 1 なし 1 なし

あり あり あり なし なし なし なし なし

43 1 4 なし なし なし なし なし

14 2

28 1 2

1

2,000～2,500 無料 1,500

長 岡 市 見 附 市 栃 尾 市 中之島町 越 路 町 山古志村 小 国 町 三 島 町

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

（国が示す基準）
１億8,.336万円

（市の基準）
１億1,508万円

市軽減額

6,828万円

市

6,571万円

県

6,571万円

国

１億3,143万円

市

6,571万円

県

6,571万円

国

１億3,143万円

国が示す保育に要する経費（4億4,621万円）

国の基準を軽減した
分を市が負担してい
ます。

これによって、保育料が
安くなっています。

保護者の皆さ
んから納めて
いただいた保
育料です。

考えてみよう市町村合併

保育料の仕組み 
 

 

 
 
保育料 

 
 
保育料 

区
分 収入月額（円）

家賃算定
基礎額（円）

長岡市

耐雪式・

融雪式
※融資

制度有

制 度

な し

制 度

な し

制 度

な し

制 度

な し

限度額

80万円

限度額

40万円

限度額

44万円

限度額

33万円

限度額

44万円

限度額

33万円
落雪式

見附市 栃尾市 中之島町 越路町 山古志村 小国町 三島町

市
営
住
宅
の
家
賃
は
、
入
居

さ
れ
る
世
帯
の
収
入
や
住
宅
の

広
さ
、
築
後
年
数
、
立
地
状
況

な
ど
に
よ
り
決
ま
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
家
賃
算
定
基
礎

額
は
入
居
世
帯
の
所
得
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

市
町
村
立
地
係
数
は
、
栃
尾

市
な
ど
の
七
市
町
村
は
〇
・

七
、
長
岡
市
の
み
〇
・
八
五
と

な
っ
て
い
ま
す
。

規
模
係
数
・
経
過
年
数
係

数
・
利
便
性
係
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
住
宅
の
構
造
や
経
過
年
数

な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

な
お
、
緑
が
丘
改
良
住
宅
と

若
者
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅
（
ド

リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
あ
き
ば
、
ス

マ
イ
ル
ハ
イ
ツ
に
れ
ば
ら
）
の

家
賃
の
し
く
み
は
、
こ
れ
と
は

別
に
な
り
ま
す
。

仮
に
合
併
し
た
場
合
、
こ
れ

ら
の
制
度
を
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
う
か
は
、
今
後
の
協
議
に
な

り
ま
す
。

市
営
住
宅
の

家
賃
の
し
く
み

克
雪
住
宅
へ
の
補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
栃
尾
市
、
山
古
志
村
、
小
国
町
で
す
。

こ
の
う
ち
栃
尾
市
で
は
、
県
の
克
雪
住
宅
協
調
整
備

事
業
補
助
金
な
ど
の
補
助
基
準
に
上
乗
せ
し
て
補
助

し
て
い
ま
す
。
長
岡
市
で
は
、
克
雪
住
宅
建
設
に
要

す
る
費
用
な
ど
に
対
す
る
低
利
の
融
資
制
度
が
あ
り

ま
す
。

仮
に
合
併
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
う
か
は
、
今
後
の
協
議
に
な
り
ま
す
。

克
雪
住
宅
へ
の
助
成
制
度

ccccccccccccccccccc

※　長岡市は、年利1.6％の低利で克雪住宅建設費用等を融資する｢長岡市住宅建設等
特別融資資金貸付制度｣があります。（貸付金額1,000万円まで）

克雪住宅に対する補助金等

家賃 = 家賃算定基礎額 × 市町村立地係数 × 規模係数 × 経過年数係数 × 利便性係数

住　宅　名 家　　　賃　（円）

市営上の原住宅１号棟 11 , 6 0 0～19 , 3 0 0

市営上の原住宅２号棟 11 , 3 0 0～18 , 7 0 0

市営上の原住宅３号棟 15 , 8 0 0～26 , 2 0 0

ハイツひがし１号棟 20 , 8 0 0～34 , 5 0 0

ハイツひがし２号棟 22 , 3 0 0～36 , 9 0 0

１ 0～123 , 0 0 0 3 7 , 1 0 0

２ 123 , 0 0 1～153 , 0 0 0 4 5 , 0 0 0

３ 153 , 0 0 1～178 , 0 0 0 5 3 , 2 0 0

４ 178 , 0 0 1～200 , 0 0 0 6 1 , 4 0 0

栃尾市などの７市町村 0.7
長岡市 0.85

住宅建設後
の経過年数
によって決
まります。

住宅の構造
や面積によ
って決まり
ます。

住宅の立地条件や
設備などによって
決まります。

市営住宅の家賃月額（収入超過による割増分は除く）

考えてみよう市町村合併

（平成14年度）



主な制度融資と信用保証料の補給金制度

商
工
業
へ
の
支
援

栃
尾
市
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る

繊
維
産
業
関
係
事
業
所
を
は
じ
め
と

し
た
工
業
関
係
事
業
所
が
三
四
七
件

（
Ｈ
13
工
業
統
計
調
査
）
と
、
卸
売

業
や
小
売
業
を
含
む
商
業
関
係
事
業

所
三
九
六
件（
Ｈ
11
商
業
統
計
調
査
）

が
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
当
市
の
人

口
の
五
分
の
一
に
あ
た
る
四
、
九
四

二
人
の
み
な
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
事
業

所
で
働
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

や
栃
尾
商
工
会
、
そ
し
て
谷
内
一
丁

目
商
栄
会
を
は
じ
め
と
し
た
七
つ
の

商
店
街
組
織
な
ど
、
多
く
の
組
合
･

団
体
が
事
業
や
活
動
を
行
い
、
こ
れ

ら
の
事
業
所
を
支
え
て
い
ま
す
。

栃
尾
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

所
・
組
合
・
団
体
の
育
成
振
興
と
、

経
営
の
改
善
や
安
定
化
、
金
融
の
円

滑
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

い
く
つ
か
の
制
度
融
資
や
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
小

企
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
こ
の
制
度

融
資
を
受
け
る
場
合
、
新
潟
県
信
用

保
証
協
会
が
そ
の
貸
付
金
の
債
務
保

証
を
す
る
こ
と
に
よ
る
保
証
料
の
全

部
又
は
一
部
を
市
が
補
給
し
て
お

り
、
中
小
企
業
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
商
工
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
ま
す
。

仮
に
合
併
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の

制
度
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か

は
、
今
後
の
協
議
に
な
り
ま
す
。

制
度
名
地方産業育成資金○A 中小企業振興資金○B 小企業経営改善資金○C 新規創業支援資金○D 不況対策緊急資金○E 信用保証料補給金

内
容 商工業の育成振興 経営の合理化、施設

または設備の近代化
小規模企業者の経営
改善

新事業の創出および
新規雇用創出

金融の円滑化を図り、経
営の安定に資する

信用保証協会の保
証料を補給

長

岡

市

な　　し

利率：年2.4%（信保
付は1.9%）

限度額：2,000千円
返済期間：運転6年以内

（1年以内の据置含
む）、設備7年以内

中小企業振興資金小口貸付
利率：年2.0%
限度額：7,500千円
返済期間：運転5年以内(6

カ月以内の据置含
む）、設備6年以内（〃）

中小企業振興資金創業貸付
利率：年2.4%（信保付は2.2%）
限度額：10,000千円
返済期間：運転5年以内

（1年以内の据置含
む）、設備7年以内（〃）

経営安定特別融資
利率：年1.9%（信保付は1.7%）
限度額：30,000千円
返済期間：7年以内

（2年以内の据
置含む）

○C－50%
○D－100%

見

附

市

利率：年2.45%（信保
付は1.95%）

限度額：10,000千円
返済期間：運転5年以内・

設備7年以内（６カ月
以内の据置含む）

利率：年2.3%
限度額：5,000千円
返済期間：5年以内

小企業特別融資
利率：年2.2%
限度額：500千円
返済期間：5年以内 な　　し

利率：年2.2%（信保
付は1.7%）

限度額：15,000千円
返済期間：9年以内

（2年以内の据
置含む）

○B－100%～80%
○E－100%～25%
（～は融資額によっ
て異なる）

栃

尾

市

同　　上

うち経営改善資金
利率：年2.05%
限度額：10,000千円
返済期間：5年以内

（6カ月以内の
据置含む）

利率：年1.85%
限度額：3,000千円
返済期間：3年以内

（6カ月以内の
据置含む）

利率：年2.0%（信保
付は1.55%）

限度額：10,000千円
返済期間：運転5年以内

（1年以内の据置含
む）、設備7年以内（〃）

利率：年2.2%（信保付は1.7%）、
ただし融資期間5年超の
もの2.4%（同1.9%）

限度額：20,000千円
返済期間：7年以内（6カ

月以内の据置含む）

○A－33%
○B－100%～50%
○C－100%
○D－100%～50%
○E－100%～33%

中
之
島
町

同　　上

利率：年1.95%
限度額：運転2,000千

円、設備3,000
千円

返済期間：5年以内

な　　し な　　し な　　し

○A－100%

越

路

町

同　　上 な　　し な　　し な　　し

不況対策特別資金
利率：年2.4%（信保

付は1.9%）
限度額：1,000千円
返済期間：5年以内（1年

以内の据置含む）

○E－100%～50%

山
古
志
村

同　　上 な　　し な　　し な　　し な　　し

小

国

町

同　　上

商工業振興資金
利率：年2.45%（信保付は1.95%）
限度額：運転5,000千円、

設備10,000千円
返済期間：運転5年以内

（6カ月以内の据置含
む）、設備7年以内

な　　し な　　し

緊急経営安定対策資金
利率：年2.45%（信保

付は1.95%）
限度額：20,000千円
返済期間：7年以内

（2年以内の据
置含む）

三

島

町

同　　上 な　　し な　　し な　　し

緊急不況対策特別資金
利率：年1.8%
限度額：1,000千円
返済期間：7年以内

（1年以内の据
置含む）

○E－50%

※　信保付＝信用保証協会の保証付。表内に制度名があるのは類似制度
※　スペースの関係で貸付条件などは省略しています

考えてみよう市町村合併

小
国
町
の
お
ぐ
に
産
業
会
館
を
会

場
に
、
栃
尾
市
長
ほ
か
七
市
町
村
の

首
長
（
見
附
市
は
収
入
役
が
代
理
出

席
）
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
議
題
は
「
合
併
す
る
と

し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

等
の
整
備
」。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
①
合
併
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
方

針
、②
土
地
利
用
計
画
の
調
整
方
針
、

③
未
着
手
事
業
、
着
手
済
（
継
続
）

事
業
等
の
調
整
方
針
の
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

①
合
併
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
方
針

現
在
の
八
市
町
村
に
お
け
る
公
共

施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況
を

確
認
し
、少
子
高
齢
化
や
経
済
低
迷
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
の
合
併
市

を
と
り
ま
く
環
境
変
化
を
分
析
。
三

十
万
都
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
た
め

に
想
定
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
方

針
を
了
承
し
ま
し
た
。

②
土
地
利
用
計
画
の
調
整
方
針

合
併
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
達
成

で
き
る
よ
う
な
土
地
利
用
計
画
の
調

整
方
針
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

③
未
着
手
事
業
、着
手
済（
継
続
）

事
業
等
の
調
整
方
針

現
在
の
各
市
町
村
の
長
期
計
画
の

設
定
期
間
（
計
画
終
了
年
度
）
に
多

少
違
い
が
あ
る
た
め
、
合
併
後
に
予

定
し
て
い
る
未
着
手
事
業
等
に
つ
い

て
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
合
併
市
の

建
設
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
未
着
手

事
業
で
あ
っ
て
も
、
真
に
住
民
生
活

に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
で
あ
っ
て
も
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
分
科
会
作
業
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
分
科
会

で
の
作
業
状
況
と
、
現
在
、
各
分
科

会
に
お
い
て
制
度
等
の
調
整
案
を
作

成
し
て
お
り
、
九
月
二
十
日
ま
で
に

報
告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
三
島
郡
三
カ
町
村
合
併
任

意
協
議
会
（
与
板
町
・
和
島
村
・
出

雲
崎
町
）
か
ら
、
当
地
域
の
制
度
比

較
デ
ー
タ
の
提
供
に
つ
い
て
依
頼
が

あ
り
、
そ
の
提
供
に
つ
い
て
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

次
回
は
十
月
二
十
五
日
f
三
島
町

で
開
催
。
今
回
の
会
議
で
当
初
予
定

の
検
討
課
題
に
つ
い
て
は
終
了
し
た

の
で
、
次
回
は
研
究
成
果
全
体
を
ま

と
め
る
よ
う
な
形
で
報
告
書
案
を
作

成
し
、首
長
会
議
に
諮
る
予
定
で
す
。

第
五
回
首
長
会
議
　
　

小
国
町

合
併
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
方
針

市町村合併に関する問合せは　　 企画財政課広域行政係　152ｰ2151 内線336

8
28※

イ
ン
フ
ラ
＝
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
（infrastructure

）

都
市
構
造
の
基
盤
と
な
る
施
設
で
、
長
期

に
わ
た
っ
て
変
化
の
少
な
い
も
の
。
港
湾
施

設
、
鉄
道
、
自
動
車
道
な
ど
が
相
当
。
本
来

は
下
部
構
造
、
下
部
組
織
の
意
。

こ
こ
で
は
、
合
併
後
の
新
市
の
道
路
網
や

上
下
水
道
、
公
共
施
設
な
ど
の
こ
と
。

合併インフラの整備方針（案）

具
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
創
出

合併を視点としたインフラ整備の展開

インフラ整備の創意工夫

①　都市のグレードアップを図るイン

フラ

②　合併の効果が発揮できるインフラ

③　合併による一体感あるまちづくり

のためのインフラ

④　地域の特性に応じた発展を促すイ

ンフラ

①　効率的効果的な社会資本整備の推進

②　利用者のための豊かな社会資本整

備を図る創意工夫

③　社会資本整備の客観的評価システ

ムの創出

④　受益と負担のシステムの導入

⑤　民活型の資本整備の積極的導入

合併市の現状分析
８市町村の
インフラ整備状況

合併市を取り巻く大きな環境変化の分析
●少子高齢化
●厳しい経済情勢
●住民意識の変化
●交通、情報通信の飛躍的な発達
●情報化の進展
●環境に配慮した循環型社会の必要性
●自然志向の高まり

30万都市の
将来ビジョン

考えてみよう市町村合併
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おかめかぼちゃお絵描き教室
９／15（文化センター）

稲
刈
り

上
塩
小
学
校

今
年
三
月
で
閉
所
し

た
長
岡
土
木
事
務
所
跡

地
に
記
念
碑
が
建
ち
九

月
二
十
日
、
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
記

念
碑
は
、
土
木
事
務
所

栃
尾
分
所
が
永
年
栃
尾

に
あ
っ
た
こ
と
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
記
念

碑
建
立
有
志
一
同
か
ら

寄
付
を
い
た
だ
き
市
が

建
て
た
も
の
で
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
で
当
市
宮
沢
出
身
の
松
浦

幸
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、｢

精
神
障
害
者

と
と
も
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

て｣

と
題
し
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
浦
さ
ん
は
心
の
病
気
の
人
と
の
つ
き
合
い

方
は
、
話
し
を
よ
く
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
や
、

良
い
と
こ
ろ
を
誉
め
て
あ
げ
る
こ
と
、
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
な
ど
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

が
大
切
と
講
演
し
ま
し
た
。

春
に
稲
を
植
え
た
市
内
の
小
学
校
は
、
黄
金
色
に
実
っ

た
九
月
上
旬
か
ら
稲
刈
り
を
始
め
ま
し
た
。

上
塩
小
学
校
で
も
同
月
六
日
に
、
五
・
六
年
生
四
十
四

人
が
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
約
三
畝
の
田
を

二
時
間
ほ
ど
で
刈
り
上
げ
、

校
舎
前
の
ハ
ゼ
に
掛
け
ま

し
た
。

収
穫
し
た
餅
米
は
、
収

穫
祭
で
田
植
え
や
稲
刈
り

を
指
導
し
た
地
域
の
人
た

ち
と
全
校
児
童
で
餅
を
つ

い
て
食
べ
る
予
定
で
す
。

旧
長
岡
土
木
事
務
所
栃
尾
分
所
跡
地
の

記
念
碑
除
幕
式

収
穫
を
喜
び
稲
を
刈
る
児
童

９／27公衆衛生協議会講演会

｢安心感のプレゼント｣を

栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

９
／

創
立

周
年
記
念
式
典

100

21

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り
な

す
」
を
会
場
に
、
経
済
産
業
大
臣

（
関
東
経
済
産
業
局
長
が
代
理
出

席
）
、
県
知
事
、
市
長
、
組
合
員
な

ど
、
関
係
者
約
百
七
十
人
が
出
席
し

て
、
織
物
組
合
の
創
立
百
周
年
記
念

式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
の
前
身
で
あ
る
栃
尾
織
物
同

業
組
合
は
、
明
治
三
十
四
年
に
時
の

政
府
の
「
殖
産
興
国
」
政
策
の
も
と

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
と
と
も

に
栃
尾
地
域
の
人
々
の
生
活
を
支
え

て
き
た
基
幹
産
業
で
あ
る
織
物
業
界

は
、
大
正
十
五
年
の
栃
尾
郷
大
水
害
、

太
平
洋
戦
争
、
昭
和
三
十
八
年
の
豪

雪
、
昭
和
六
十
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以

式典であいさつする稲田育彦理事長

百
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
関
係
者

降
の
「
円
高
不
況
」
な
ど
、
幾
多
の

苦
難
に
直
面
。
し
か
し
、
そ
の
都
度

英
知
を
結
集
し
て
克
服
し
、
複
合
服

地
産
地
と
し
て
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。
百
年
の
歴
史
の
中
に

は
今
以
上
に
厳
し
い
時
代
も
あ
り
、

「
先
人
に
学
び
偉
業
を
讃
え
る
と
と

も
に
、
そ
の
精
神
を
次
の
時
代
へ
伝

え
て
い
こ
う
」
と
、
記
念
式
典
と
記

録
パ
ネ
ル
展
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

「
栃
尾
と
織
物
の
歩
み
」
記
録
パ

ネ
ル
展
は
、
十
月
三
十
一
日
ま
で
お

り
な
す
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
織

物
組
合
で
は
、
「
織
物
の
歴
史
は
栃

尾
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち
に
も
見
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
は
、
思
い
思
い

に
お
か
め
や
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
を
楽
し
そ

う
に
描
い
て
い
ま
し
た
。
講
師
の
栃
尾
お

か
め
か
ぼ
ち
ゃ
の
会
の
皆
さ
ん
は
、
「
市

外
か
ら
も
大
勢
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま

す
。
十
月
十
九
日
か
ら
開
催
す
る
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
多
く
の
作
品
を
出
品
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
っ
た

関
係
者(

栄
町
の
分
所
跡
地)

講師の先生の指導を
受ける子どもたち

｢だれにも安心感をプ
レゼントしましょう｣
と講演する松浦さん
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第35回
９／15謙 信 公 祭

フ
ォ
レ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整
備
事
業

中
野
俣
地
区
簡
易
水
道
起
工
式

謙
信
公
祭
が
秋
葉
公
園
な
ど
で
開
催
さ

れ
、
関
係
者
は
上
杉
謙
信
の
遺
徳
を
し
の

び
ま
し
た
。
三
十
五
回
目
の
今
年
は
、
献

茶
、
剣
舞
な
ど
の
奉
納
行
事
の
ほ
か
に
、

会
津
藩
稲
富
流
鉄
砲
隊
の
保
存
会
メ
ン
バ

ー
が
招
か
れ
、
火
縄
銃
や
大
筒
の
演
武
を

披
露
。
観
覧
者
は
、
「
ド
ー
ン
」
と
大
筒

の
大
き
な
銃
声
に
驚
き
な
が
ら
、
興
味
深

く
見
て
い
ま
し
た
。

大きな銃声に驚いた、
会津藩鉄砲隊の演武

九
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
三
日
間
お
り
な
す
で
、
市
内
の

児
童
と
生
徒
が
夏
休
み
を
利
用
し
挑
戦
し
た
、
標
本
、
理
科
工

作
な
ど
の
作
品
百
六
十
五
点
を
集
め
「
児
童
・
生
徒
理
科
作
品

展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
八
百
四
十

人
が
入
館
し
、
入
館
者

は
、
子
ど
も
た
ち
の
発

想
を
生
か
し
た
創
意
あ

ふ
れ
る
作
品
の
数
々
に

驚
い
た
り
、
感
心
し
た

り
し
な
が
ら
作
品
を
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

力作に感心する入館者

九
月
十
九
日
、
中
野
俣

地
区
簡
易
水
道
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
地
区

は
後
継
者
に
恵
ま
れ
て
い

る
も
の
の
、
水
の
安
定
供

給
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
生
活
環
境
の
改
善

と
定
住
環
境
の
整
備
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
四
億
九
千

万
円
、
三
カ
年
事
業
で
整

備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

市
内
児
童
・
生
徒
理
科
作
品
展

標
本
や
工
作
な
ど

人
、

点
の

170

165
作
品
集
ま
る

平
成
十
六
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
鍬
入
れ
を
す
る
関
係

者
（
ふ
る
さ
と
会
館
前
駐
車

場
）

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
全
力
で
走
る

選
抜
リ
レ
ー
（
刈
谷
田
中
学
校
）

小泉純一郎内閣総理大臣、平山征夫県知事から

1 0 0 歳 のお祝 い
九
月
十
五
日
、
今
年
度
百
歳
を
迎
え
ら
れ

る
清
水
マ
ス
エ
さ
ん(

東
町)

、
鈴
木
サ
チ
さ

ん(

谷
内
二)

、
姉
�
ギ
ン
さ
ん(

北
荷
頃)

の

三
人
に
、
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
と
平

山
征
夫
県
知
事
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
総
理

大
臣
ら
の
代
わ

り
に
手
渡
し
た

県
の
職
員
は
、

「
こ
れ
か
ら
も

体
に
気
を
付
け

て
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と

声
を
か
け
ま
し

た
。

百
歳
の
お
祝
い
状
を
受
け
取

る
清
水
さ
ん

力
を
合
わ
せ
て
戦
っ
た
三
本
綱
引
き

（
秋
葉
中
学
校
）

４チームが個性的な演出でアピー
ルした応援合戦（秋葉中学校）

熱戦を繰り広げた全校女子生徒に
よる騎馬戦（刈谷田中学校）

中
学
校
体
育
祭

ア
キ
ア
カ
ネ
が
舞
う
秋
空
の
下
で
、

秋
葉
中
学
校
と
刈
谷
田
中
学
校
の
体
育

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
前
か
ら
計
画
を
立
て
て
準
備

し
た
応
援
、
パ
ネ
ル
、
衣
装
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
演
出
し
た
応
援
合
戦
に
、

訪
れ
た
家
族
た
ち
か
ら
大
き
な
声
援
と

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
悪
戦
苦
闘
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

種
目
、
力
と
力
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
騎

馬
戦
や
棒
倒
し
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
リ
レ
ー
な
ど
、

実
力
伯
仲
の
競
技
が
続
き
勝
負
の
行
方

は
一
進
一
退
。
勝
敗
の
決
着
は
、
最
終

競
技
ま
で
も
つ
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
作
り
上
げ
、
精

一
杯
頑
張
っ
た
体
育
祭
。
友
情
が
深
ま

り
感
動
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

９
／
８



現
在
、
平
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
に
建
設
中
の
若
者
世
帯
向
け

賃
貸
住
宅
を
本
条
例
に
加
え
た
も
の

で
す
。

ス
マ
イ
ル
ハ
イ
ツ
た
い
ら

▽
名

称

平
地
区
土
地
区
画
整
理

▽
位

置
主
な
審
議
結
果

栃
尾
市
若
者
世
帯
向
け
賃

貸
住
宅
条
例
を
一
部
改
正

事
業
地
内
仮
換
地
六
街
区
三
番

二
十
四
戸
（
木
造

▽
戸
数
（
構
造
）

三
階
）

※
入
居
者
募
集
の
詳
し
い
内
容
は
、

次
号

月

日
広
報
と
ち
お
お
し

10

18

ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
医
療
、
下

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
補
正
予
算

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
介
護
支
援
事
業
）
、

上
水
道
事
業
会
計
の
予
算
を
補
正
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計

の
総
額
は
、
百
二
十
一
億
六
千
五
百

二
十
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

採
択
に
な
っ
た
も
の

▽
学
費
に
対
す
る
補
助
制
度
の
改
善

な
ど
私
学
助
成
の
増
額
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

▽
学
費
に
対
す
る
補
助
制
度
の
改
善

な
ど
私
学
助
成
の
増
額
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
っ

た
教
育
委
員
の
藤
�
壯
治
さ
ん
の
後

任
と
し
て
、
熊
倉

官
さ
ん
（
楡

原
）
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

陳

情

議
員
発
議
に
よ
る
次
の
意
見
書

を
可
決
し
、
関
係
省
庁
に
提
出

教
育
委
員
の
任
命

教育委員熊倉 官
楡 原（63歳）

九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
っ

た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
佐
藤

健
一
さ
ん
（
巻
渕
）
と
、
星
野
善
亮

さ
ん
（
東
町
）
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

※
第
六
次
栃
尾
市
総
合
計
画
基
本
構

想
に
つ
い
て
は
、
十
五
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

8
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市議会の動き
９月定例会

平
成
十
四
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
が
、
九
月
五
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
十
四
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
次
栃
尾
市
総
合
計
画
基
本
構
想
、
栃
尾
市
若
者
世
帯
向
け
賃
貸
住

宅
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
二

十
二
件
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
意
案
で
は
、
教
育
委
員
の
任
命
と
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
認
定
は
、
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市指定金融機関
交替のお知らせ
10月１日から、市の指定金融機関

が「第四銀行」から「北越銀行」に
交替しました。
なお、支払手続きなどは従来どお

りです。

十
月
は
『
土
地
月
間
』

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
は
届
出
が
必
要
で
す

国
土
法
（
国
土
利
用
計
画
法
）
で

は
、
国
土
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土

地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
法
定

面
積
（
都
市
計
画
区
域
…
五
千
�
、

都
市
計
画
区
域
以
外
…
一
万
�
）
以

上
の
土
地
取
引
（
売
買
、
交
換
、
営

業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
な

ど
）
を
行
っ
た
場
合
、
契
約
締
結
日

（
予
約
を
含
む
）
か
ら
２
週
間
以
内

に
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
を
経
由

し
て
県
知
事
に
届
出
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
届
出
用

紙
は
、
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

１

国
土
法
の
届
出
と
は

※
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
く
て
も
、

土
地
の
総
面
積
が
法
定
面
積
以
上

に
な
る
場
合
は
、
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

土
地
に
か
か
る
契
約
（
予
約
）
を

し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
届
出
を

し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す

る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

企
画
財
政
課

‐
５
８

問
合
せ
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１
６

詳
し
く
は
新
潟
県

(htt

HP

p://www.pref.niigata.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２

届
出
を
し
な
い
と

▽
昭
和

年

月

日
以
前
に
生
ま

57

11

18

れ
た
人
で
、
平
成

年
８
月
９
日
以

14

前
に
栃
尾
市
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、

引
き
続
い
て
栃
尾
市
に
住
所
が
あ
る

人
が
投
票
で
き
ま
す
。

▽
平
成

年

月

日
以
降
に
市
内

14

10

29

で
転
居
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
日
ま
で
に
転
出
し
た
人
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で

▽
入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
（
は
く
り
シ

ー
ル
式
）
で
郵
送
し
ま
す
。

◎
投
票
の
場
所

皆
さ
ん
が
投
票
す
る
投
票
所
の
設

置
場
所
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
時
間

◎▽
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

投
票
時
間
を
変
更
し
て
い
る
投
票
所

が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
投
票
所
に
お
出
か
け
の
際
は
、
入

場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

◎▽
市
長
選
挙
の
投
票
は
、
記
号
式
で

行
い
ま
す
。
投
票
用
紙
に
候
補
者
名

が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票

し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
上
の
○
を

つ
け
る
欄
に
、
備
え
付
け
の
ゴ
ム
印

で
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
目
や
手
足
の
不
自
由
な
人
は
、
点

字
投
票
や
代
理
投
票
（
代
筆
）
も
で

き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
投

票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
見
込

み
の
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

・
自
営
業
の
人
、
冠
婚
葬
祭
や
市
外

で
の
長
期
の
仕
事
な
ど
の
予
定
の

あ
る
人

・
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用

で
、
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な

い
人

・
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由

で
歩
け
な
い
人

▽
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の

11

10

11

16

７
日
間
（
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日

も
投
票
で
き
ま
す
）

▽
投
票
の
場
所

市
役
所
・
選
挙
事
務
室
（
４
階
）

▽
持
参
す
る
も
の

入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

月
９
日
以
前
に
長
期
の

◎
11仕

事
な
ど
で
投
票
区
を
離

れ
る
人
の
不
在
者
投
票

「
不
在
者
投
票
請
求
書
兼
宣
誓

書
」
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し

て
か
ら
出
発
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

こ
の
書
類
を
提
出
す
る
と
、
投
票

用
紙
を
書
留
速
達
で
郵
送
し
ま
す
。

投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
た
ら
、
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参
す
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
不
在
者
投
票
請
求
書
兼
宣
誓

書
」
を
提
出
し
な
い
ま
ま
出
発
し
た

人
は
、
就
業
地
か
ら
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

郵
送
な
ど
で
日
数
が
か
か
り
、
投

票
日
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
程
度
に
よ
り｢

郵
便
に
よ
る
投
票

(

自
宅
で
投
票)｣

が
で
き
ま
す
。

こ
の
投
票
に
は
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。
ま
だ
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
選
挙
事

務
室
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、

月

日
ま
で
で
す
。

11

13

◎
入
院
・
入
所
中
の
人

次
の
指
定
病
院
や
指
定
施
設
に
入

院
（
入
所
）
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

病
院
な
ど
の
施
設
内
で
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
病
院
長
な
ど
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
栃
尾
郷
病
院
、
長
岡
中
央
綜
合
病

院
、
長
岡
赤
十
字
病
院
、
立
川
病
院
、

い
ず
み
苑
、
大
平
園
な
ど

☆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

市
長
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ

て
い
る
人
に
対
す
る
説
明
会
を
、
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

月

日

午
後
１
時

と

き

10

24

（木）

分
か
ら

30

市
役

所

３
０

４

会

議

室

と
こ
ろ

（
３
階
）

当
日
は
、
立
候
補
の
届
出
な
ど
に

必
要
な
書
類
お
よ
び
資
料
を
お
渡
し

し
て
、
そ
の
記
載
方
法
、
用
い
方
、

公
営
選
挙
の
あ
ら
ま
し
な
ど
を
説
明

し
ま
す
。

☆
立
候
補
の
届
出

月

日

午
前
８
時

と

き

11

10

（日）

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

30

市
役

所
３
０
４

会

議
室

と
こ
ろ

（
３
階
）栃

尾
市
選
挙
管
理
委
員
会

問
合
せ

選
挙
事
務
室

‐
２
１
５
５


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市
長
選
挙
の
投
票
日
は

月

日

11

17

「
大
切
に
し
よ
う

あ
な
た
の
一
票
」

月

日
に
任
期
満
了
と
な
る
栃
尾
市
長
の
選
挙
を
、

月

日
告
示
、

12

10

11

10

月

日
の
日
曜
日
を
投
票
日
と
し
て
行
い
ま
す
。

11

17
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
最
も
身
近
で
、
か
か
わ
り
の
深
い
大
切
な
選
挙
で
す
。

今
後
の
市
政
を
託
す
代
表
者
を
選
ぶ
た
め
に
、
候
補
者
の
主
張
に
目
と
耳
を

傾
け
て
、
よ
く
考
え
、
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
は

不
在
者
投
票
を

立
候
補
を
予
定
さ
れ

て
い
る

人
へ



９月定例会において平成13年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が市議会の
認定されました。一般会計の歳入総額は、１２４億９,４４３万円で、前年度と比較し
て、１１億４２１万９千円（８.１％）の減。
歳出総額は、１２０億７６１万円で、前年度と比較して、１０億９,４６１万７千円

（８.４％）の減となりました。一般会計の決算を中心に報告します。

市の をご覧ください家計簿家計簿
皆さんから納めていただいた大切な税金。平成13年度は、次の

問合せ：企画財政課 52-5816とおり使われました。

平成13年度

決算報告

市税の内訳
内 訳 決算額

市 民 税 6億1,550万円

個人市民税 4億8,661万円

法人市民税 1億2,889万円

固 定 資 産 税 9億7,299万円

軽 自 動 車 税 4,946万円

市町村たばこ税 1億0,956万円

特別土地保有税 758万円

入 湯 税 10万円

歳入（収入） 一般会計歳入決算額
内 訳 決算額

地 方 交 付 税 50億9,875万円

市 税 17億5,519万円

市 債 11億9,040万円

諸 収 入 11億1,309万円

国 庫 支 出 金 7億6,061万円

県 支 出 金 6億0,052万円

繰 越 金 4億9,642万円

繰 入 金 4億6,217万円

分担金及び負担金 1億7,929万円

そ の 他 8億3,799万円

歳入合計 124億9,443万円
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監査の結果
正確かつ適正であると認められました
市議会に先立ち８月８日、平成１３年度の一般会計および各特別会

計の歳入歳出ならびに各基金の運用状況と、公営企業会計(上水道・
ガス事業)の監査意見書が監査委員の千野莊一さんと大塚一夫さんか
ら市長に提出されました。
審査の結果、関係帳簿類が正確であると認められ、また予算執行も

議決の趣旨に沿って適正に処理されているものと認められました。 市長に審査意見書を提出する監査委員

その他　７%

市税　14%市債　10%

諸収入 
９%

県支出金 
５%

国庫支出金 
６%

繰越金 
４%

繰入金 
３%

分担金及び負担金 
１%

地方交付税　41%

市民税　35%

固定資産税　55%

軽自動車税 
３%

市町村たばこ税 
６%

特別土地保有税 
1%
入湯税 
０%

市税の内訳

その他　７%

市税　14%市債　10%

諸収入 
９%

県支出金 
５%

国庫支出金 
６%

繰越金 
４%

繰入金 
３%

分担金及び負担金 
１%

地方交付税　41%

歳出（支出）
一般会計歳出決算額
内 訳 決算額

総 務 費 19億3,695万円

土 木 費 19億3,080万円

公 債 費 17億2,082万円

民 生 費 15億2,931万円

衛 生 費 12億6,786万円

商 工 費 12億3,325万円

教 育 費 9億8,459万円

農林水産業費 6億4,612万円

費 3億8,572万円消 防
そ の 他 3億7,219万円

歳出合計 120億0,761万円

会 計 名 歳 入 歳 出
国民健康保険事業 18億 9,404万円 15億 7,847万円
老人保健医療 27億 5,848万円 27億 4,152万円
下水道事業 15億 8,868万円 14億 0,914万円
簡易水道事業 3,441万円 3,151万円
工業団地造成事業 397万円 15万円
農業集落排水事業 3億 5,527万円 1億 5,471万円
介護保険事業 12億 5,391万円 12億 3,340万円
介護支援事業 2,124万円 2,097万円

特別会計 企業会計

11
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上 収益的収支 資本的収支

水 収入 4億 7,917万円 収入 1億 6,741万円

道 支出 3億 9,384万円 支出 2億 6,032万円

ガ 収益的収支 資本的収支

収入 6億 6,622万円 収入 7,405万円

ス 支出 6億 1,617万円 支出 1億 3,576万円

総務費 
16%

土木費 
16%

民生費 
13%

公債費 
14%

衛生費 
11%

商工費 
10%

教育費 
８%

農林水産業費 
６%

消防費 
３%

その他 
３%

市民税
24,598円

総務費
77,407円

土木費
77,161円

公債費
68,769円

民生費
61,116円

衛生費
50,668円

商工費
49,285円

教育費
39,348円

農林水産業費
25,821円

消防費
15,415円

その他
14,873円

固定資産税
38,884円

軽自動車税
1,976円

たばこ税
4,378円

その他の税
307円

（平成14年３月31日現在の人口＝25,023人）

（平成14年３月31日現在の人口＝25,023人）

美術館
市民ギャラリー

◆フォトクラブビックマウンテン作品展
(影をテーマにした写真作品を展示) 10／５(土)～20(日)



・
市
道
改
良
舗
装
工
事

八
、
七
三
九

・
都
市
計
画
街
路
改
良
工
事

二
、
八
三
八

金
沢
・
平
堤
防
線
、
金
町
・
金
沢
線

な
ど

・
地
方
道
改
修
工
事

二
億
六
、
〇
六
〇

赤
谷
・
来
伝
・
松
尾
線
な
ど

・
市
道
維
持
工
事

一
、
二
八
八

・
道
路
除
雪
委
託
料

一
億
五
、
〇
七
〇

・
流
雪
溝
整
備
事
業

九
九
六

・
克
雪
住
宅
推
進
モ
デ
ル
事
業
補
助
金

三
、
一
四
一

・
克
雪
住
宅
共
同
整
備
事
業
補
助
金

二
四
〇

・
除
雪
機
械
整
備
事
業

二
、
六
五
七

・
水
源
開
発
対
策
費
繰
出
金

一
、
三
二
〇

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

四
億
〇
、
〇
〇
〇

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

一
、
〇
三
〇

◇
安
全
な
道
路
整
備

◇
雪
に
強
い
ま
ち
の
形
成

◇
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

・
栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦
委
託
料
な
ど

一
、
七
一
九

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金四

、
〇
五
六

・
排
ガ
ス
高
度
処
理
施
設
整
備
事
業

二
億
〇
、
五
六
七

・
基
本
健
康
診
査
等
委
託
料

四
、
八
四
七

・
乳
幼
児
医
療
費
扶
助

一
、
八
九
七

・
妊
産
婦
医
療
費
扶
助

一
九
一

・
結
核
間
接
撮
影
等
委
託
料

三
二
九

・
予
防
接
種
委
託
料

一
、
〇
二
一

・
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
入
所
措
置

委
託
料

五
、
八
三
一

・
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

実
施
委
託
料

四
五
九

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
委
託
料

二
五
三

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

補
助
金

一
、
四
二
九

・
敬
老
会
実
施
委
託
料

一
、
〇
九
五

・
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

二
四
八

◇
健
康
な
毎
日
の
た
め
に

◇
お
年
寄
り
の
た
め
に

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
補
助
金

四
〇
三

・
ね
た
き
り
老
人
紙
オ
ム
ツ
支
給

四
六
八

・
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

一
、
五
四
七

・
知
的
障
害
者
施
設
入
所
委
託
料

二
億
〇
、
四
一
五

・
特
別
障
害
者
手
当
等
扶
助
費

二
、
九
〇
一

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成二

、
一
四
九

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

九
七

◇
障
害
を
も
つ
人
の
た
め
に

・
身
体
障
害
者
施
設
入
所
委
託
料一

、
五
四
四

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

四
六
六

・
身
体
障
害
者
補
装
具
給
付
費

七
三
二

・
更
生
医
療
給
付
費

三
一
一

・
腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
交
通
費
助
成一

五
九

・
私
立
保
育
所
運
営
費
委
託
料

三
億
五
、
七
〇
六

・
特
別
保
育
推
進
事
業
委
託
料

三
〇
九

・
民
間
保
育
所
未
満
児
保
育
推
進

委
託
料

一
、
四
八
六

◇
児
童
福
祉
の
充
実

12

||||| |||||広報とちお14.10.5

平
成

年
度
一
般
会
計
決
算

13
主
な
事
業
の
内
容

（
単
位

万
円
）

‥

主な事業内容

昨年12月22日に竣工式を行った赤
谷橋。今年度は、赤谷地内の道路
の拡幅工事を進めています

「秋の粗大ごみ収集」
11月20日(水)から29日(金)までの予定 問合せ：環境衛生課 53 2477-
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・
へ
き
地
保
育
所
管
理
委
託
料

三
、
二
六
三

・
児
童
育
成
見
舞
金

四
七
四

・
私
立
保
育
所
運
営
費
補
助
金

二
九
九

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

一
、
八
七
五

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

一
億
八
、
一
四
四

・
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

負
担
金

二
、
四
〇
〇

吉
水
江
改
良

・
農
林
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替

農
道
整
備
負
担
金

一
、
九
五
三

栃
尾
地
区
農
道
整
備

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
負
担
金

三
、
四
一
八

◇
豊
か
な
農
業
生
産
の
振
興

・
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
事
業

三
二
一

・
林
道
九
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葎
谷
線
開
設
事
業

四
、
〇
〇
七

・
不
況
対
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緊
急
資
金

一
億
七
、
〇
〇
〇

・
ふ
る
さ
と
就
職
支
度
金
貸
付
金

一
九
〇

・
新
規
創
業
支
援
資
金

一
、
八
〇
〇

・
不
況
対
策
特
別
資
金

五
億
〇
、
九
九
七

・
地
方
産
業
育
成
資
金

八
、
〇
〇
〇

・
中
小
企
業
振
興
資
金

八
、
〇
〇
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・
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業
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改
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金

一
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地
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援
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金

六
三
〇

・
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会
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料
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給
金
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一
一

・
商
工
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興
事
業
補
助
金

八
五
〇

◇
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商
工
業
の
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興

・
共
通
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券
発
行
記
念
事
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金五〇

〇
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代
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備
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補
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金
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九
三

金
町
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路
灯
整
備

・
林
道
道
院
線
改
良
工
事

五
、
三
〇
九

年
度
ま
で
継
続
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・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
公
園
整
備
事
業

一
、
七
一
九

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
（
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
用
）
改
修
等
事
業一

、
一
五
五

・
管
理
運
営
委
託
料

四
、
五
七
〇

ふ
る
さ
と
交
流
広
場
・
道
院
、
杜
々

の
森
名
水
公
園
、
道
の
駅

・
２
９
０
号
沿
線
広
域
観
光
イ
ベ
ン
ト

実
施
負
担
金

一
〇
〇

・
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業二

、
五
一
六

・
学
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業

四
一
八

・
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
借
上
料一

、
二
四
三

・
栃
尾
や
ま
び
こ
ル
ー
ム
事
業

二
八
九

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
整
備
事
業

一
、
〇
九
三

・
奨
学
金
貸
付
事
業

二
、
一
五
四

・
外
国
語
指
導
助
手

四
三
〇

・
Ｉ
Ｔ
講
習
会
事
業

一
、
一
四
〇

◇
明
日
を
担
う
子
ど
も
の
た
め
に

◇
生
涯
学
習
の
推
進

◇
特
色
を
生
か
し
た
観
光
開
発

・
文
化
協
会
活
動
費
補
助
金

五
〇

・
子
ど
も
会
育
成
補
助
金

七
二

・
美
術
作
品
賃
借
料

三
一
五

・
体
育
協
会
事
業
育
成
費
補
助
金

一
〇
〇

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
補
助
金

六
八

・
全
国
大
会
出
場
者
奨
励
費

一
八

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

五
〇

・
花
い
っ
ぱ
い
活
動
補
助
金

四
〇

・
人
材
育
成
研
修
事
業
補
助
金

一
九

◇
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◇
地
域
活
性
化
の
た
め
に

主な事業内容

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
そ
り
遊
び
を
楽
し
む
親
子
連
れ
。
ス
キ
ー

場
の
改
修
で
ス
キ
ー
以
外
で
も
遊
べ
る
場
所
が
充
実
。
週
末
に
は
大

勢
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
ら
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

学
校
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
終
え
た
秋

葉
中
学
校
。
生
徒
は
、
快
適
な
環
境

で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
ま
す

栃尾マス釣り大会
と き：11月10日(日)７時～11時

ところ：小向橋下流から大川戸橋上流まで

申込み：11月８日(金)までに参加費を

添えてポスター掲示釣具店または協賛店



九
月
二
十
一
日
、
ハ
イ
ブ
長
岡
で

開
催
さ
れ
た
２
０
０
２
動
物
愛
護
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
中
野
俣

小
学
校
が
県
動
物
愛
護
協
会
中
越
支

部
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
永
年
野
鳥
愛
護
活
動
に
取

り
組
み
、
定
期
的
に
探
鳥
会
を
実
施
。

野
鳥
の
生
態
系
調
査
に
役
立
っ
て
い

る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

吉
原
さ
ん
は
、
去
る
８
月

日
福

25

動
物
愛
護
愛
育
校

表

彰

国
民
体
育
大
会
出
場

／

〜

（
高
知
県
）

10

27

30

井
県
で
開
催
さ
れ
た
北
信
越
大
会
で

優
勝
し
出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
成
年
男
子
の
部
で
は
、
飯

塚
さ
ん
が
先
鋒
と
し
て
出
場
。
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

剣
道

少
年
女
子
の
部

剣
道

成
年
の
部

イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
な
ど
か

ら
約
八
百
人
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
男
子
小
太
刀
（
敬
称
略
）

金
内

一
幸
（
西
中
野
俣
）

優
勝

高
橋

増
司
（
表

町
）

３
位

一
般
男
子
長
剣
（
敬
称
略
）

菅
田

勝
治
（
上
樫
出
）

優
勝

中
学
生
小
太
刀
（
敬
称
略
）

原

大
樹
（
宮

沢
）

２
位

第

回
世
界
ス
ポ
ー
ツ

28チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

８
／

（
横
浜
文
化
体
育
館
）

25

さん吉原美亜
み あ

二日町
帝京長岡高校

３年

さん飯塚 仁
滝の下町

栃尾市剣道連盟

基
本
動
作
（
敬
称
略
）

原

大
樹
（
宮

沢
）

３
位

次
の
皆
さ
ん
は
、
長
岡
商
業
高
校

の
一
員
と
し
て
出
場
し
、
健
闘
し
ま

し
た
。

増
井
こ
ず
恵
さ
ん(

東
が
丘)

、
西

片
明
奈
さ
ん(

平
中
野
俣)

、
田
村

幸
知
子
さ
ん(

新
町)

、
中
澤
一
美

さ
ん(

金
沢)

、
佐
野
俊
恵
さ
ん(

山

葵
谷)

、
佐
野
和
江
さ
ん(

山
葵
谷)

佐
藤
さ
ん
は
、
十
月
五
日
か
ら
八

日
ま
で
広
島
市
で
行
わ
れ
る
祭
典
に
、

壮
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
県
代
表
と
し
て

出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

栃
尾
市
剣
道
連
盟
中
学
生
女
子
と

男
子
が
初
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
。
過
去

に
小
学
生
女
子
、
中
学
生
女
子
の
優

ス
ポ
ー
ツ
・

第

回
全
国

15

祭
出
場

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ンさん佐藤寅夫

宮 沢

第
６
回
全
国
高
等
学
校
女
子

硬
式
野
球
選
手
権
大
会

８
／

〜

（
東
京
都
）

24

29

第

回
県
少
年
少
女

27

剣
道
大
会

８
／

（
新
潟
市
）

25

勝
は
あ
り
ま
し
た
が
、
男
子
の
優
勝

は
小
中
学
生
通
し
て
初
の
優
勝
で
す
。

男
子
メ
ン
バ
ー

小
林

健
悟
（
谷
内
一
）

先
鋒

佐
々
木
真
吾
（
大

町
）

次
鋒

三
本

将
太
（
一
之
貝
）

中
堅

楡
金

慶
大
（
新

町
）

副
将

佐
藤

優
太
（
北
荷
頃
）

大
将

熊
倉

孝
（

泉

）

補
員

女
子
メ
ン
バ
ー

小
浦
方
志
織
（
新
栄
町
）

先
鋒

嘉
代

真
美
（
入
塩
川
）

次
鋒

湯
谷

綾
（

）

中
堅

滝
の
下
町

諸
橋

摩
耶
（
北
荷
頃
）

副
将

佐
藤

舞
子
（
本

所
）

大
将

稲
田

有
華
（
東

町
）

補
員

児
童
相
互
の
親
睦
と
体
力
向
上
を

図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
、

十
三
団
体
、
六
十
六
人
が
参
加
。
児

童
た
ち
は
、
優
勝
目
指
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

団
体
戦
（
敬
称
略
）

山
田
町
（
大
竹
孝
、
寺
本

優
勝鴻

、
浅
野
達
郎
、
原
沢
和
崇
、

大
竹
泰
正
、
佐
藤
亮
司
）

天
下
島

２
位

巻
渕
、
新
町

３
位

個
人
戦
（
敬
称
略
）

◇
四
年
生
の
部

第

回
栃
尾
市

37

少
年
す
も
う
大
会

９
／
１
（
総
合
体
育
館
）

飯
浜

雄
介
（
新

町
）

優
勝

青
柳

諒
（

）

２
位

上
の
原
町

田
村

明
彦
（
栄

町
）

３
位

大
竹

孝
（
山
田
町
）

３
位

◇
五
年
生
の
部

高
山

勇
輔
（
北
荷
頃
）

優
勝

杉
野

祥
太
（
旭

町
）

２
位

星
野

豪
（
原

町
）

３
位

佐
藤

拓
哉
（
原

町
）

３
位

◇
六
年
生
の
部

大
崎

篤
（
天
下
島
）

優
勝

原
沢

和
崇
（
山
田
町
）

２
位

渡
辺

順
一
（
金

沢
）

３
位

大
竹

泰
正
（
山
田
町
）

３
位
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団体戦に優勝した山田町チーム
個人戦に優勝した左から６年大崎
くん､５年高山くん､４年飯浜くん

代
表
し
て
表
彰
さ
れ
た
諏
佐
由
織

さ
ん
（
左
）
と
佐
藤
寛
史
く
ん

秋の市民サイクリング
と き：10月20日(日)8 30市民会館前集合:

行き先：大平森林公園（見附市）

参加費：子供1,000円、大人1,500円

申込み：近くの自転車販売店

市
議
会
九
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ

た
第
六
次
総
合
計
画
は
、｢

基
本
構

想｣｢

基
本
計
画｣｢

実
施
計
画
」
の
三

部
構
成
の
う
ち
の
基
本
構
想
で
す
。

こ
れ
は
、
栃
尾
市
の
将
来
を
展
望

し
な
が
ら
、
到
達
す
べ
き
目
標
を
設

定
し
、
目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
的

な
施
策
の
大
綱
を
定
め
、
基
本
計
画

の
指
針
と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
計

画
は
八
月
一
日
、
市
長
が
市
議
会
議

員
、
市
民
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
構
成
す
る
総
合
計
画
審
議

会(

荒
木
幸
男
会
長)

に
諮
問
し
、
同

月
二
十
二
日
答
申
を
受
け
、
第
六
次

総
合
計
画
基
本
構
想
と
し
て
市
議
会

に
提
案
し
議
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
基
本
計
画
は
十

二
月
ま
で
に
、
実
施
計
画

は
来
年
三
月
ま
で
に
策
定

し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

は
同
計
画
に
基
づ
き
栃
尾

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

第
五
次
総
合
計
画
前
期

計
画
の
途
中
で
す
が
、
地

方
分
権
や
市
町
村
合
併
に

対
す
る
取
り
組
み
が
急
速

に
進
展
し
て
い
る
た
め
、

計
画
を
見
直
し
第
六
次
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
六
次
総
合
計
画
基
本

構
想
は
、
国
・
県
の
計
画

と
の
整
合
性
や
今
後
の
動

向
を
視
野
に
入
れ
、
広
域

圏
で
の
役
割
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
栃
尾
市
の
財
産
で
あ
る

豊
か
な
自
然
と
地
域
特
性
、
独
自
性

を
生
か
し
、
住
民
と
行
政
と
が
知
恵

と
力
を
出
し
合
い
な
が
ら
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
基
本

姿
勢
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
が
日
々
の
生
活
の

中
に
豊
か
さ
を
感
じ
、
生
活
の
本
拠

で
あ
る
栃
尾
市
に
愛
着
と
誇
り
の
持

て
る
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
定
住
の
促
進
、
介
護
な

ど
社
会
的
弱
者
を
地
域
全
体
で
支
え

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
テ
ー
マ
型
観
光
な
ど
に
よ

り
交
流
人
口
の
増
加
を
促
し
、
そ
れ

ら
を
生
か
し
た
新
規
産
業
の
創
出
、

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
げ
若
者
の
定
着

で
き
る
、
独
自
の
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

15
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暑
い
夏
が
過
ぎ
、
秋
風
が
と
て
も

心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
冬
の
訪
れ
は
ま
だ
ま
だ
先

で
す
が
、
木
々
た
ち
は
も
う
寒
い
冬

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
準
備
を
は
じ

め
て
い
ま
す
。

植
物
は
、
暑
い
夏
の
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
葉
で
存
分
に
受
け
、
水
と
二

酸
化
炭
素
か
ら
有
機
物
を
作
り
出
し
、

自
分
の
体
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
こ
の
重
要
な
仕
事
を
担
当
し

て
い
る
の
が
、
葉
肉
の
中
に
あ
る

「
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
」
と
い
う
緑
色
の

色
素
で
す
。
と
こ
ろ
が
涼
し
い
秋
の

気
候
で
は
こ
の
活
動
が
鈍
り
、
ほ
か

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
分
解
さ
れ
た
後

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

緑
色
の
色
素
に
隠
れ
て
い
た
ほ
か
の

色
素
（
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
）
が
現

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
同
時

に
、
葉
と
枝
と
の
間
に
、｢

離
層
」

り

そ

う

と
い
う
小
さ
な
細
胞
の
層
が
で
き
、

葉
と
枝
と
の
間
で
、
水
分
や
養
分
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
葉
に
残
っ
た
養

分
は
行
き
場
が
な
く
な
り
、
や
が
て

糖
や
ア
ミ
ノ
酸
と
な
っ
て
葉
に
蓄
積

さ
れ
ま
す
。
こ
の
糖
や
ア
ミ
ノ
酸
が
、

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

145

〜
緑
の
色
素
の
リ
サ
イ
ク
ル
〜

〈
美
し
い
紅
葉
の
条
件
〉

「
ア
ン
ト
シ
ア
ン
」
と
い
う
紅
い
色

素
に
変
化
す
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
い
ち
早
く
色
づ
き
は
じ

め
る
「
ナ
ナ
カ
マ
ド
」
は
、
赤
い
実

と
鮮
や
か
な
真
紅
の
葉
が
と
て
も
印

象
的
で
す
。
バ
ラ
科
に
し
て
は
病
害

虫
も
少
な
く
、
枝
も
あ
ま
り
徒
長
せ

ず
ま
た
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
、
近
年

公
園
や
街
路
樹
に
多
く
植
栽
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
美
し
い
紅
葉
の
条
件
に
、

「
充
分
な
日
当
た
り｣

、｢

き
れ
い
な

空
気｣

、｢

摂
氏
８
℃
以
下
の
冷
気｣

、

｢

適
度
な
湿
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
大
気
汚
染
が
進

み
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
し
た
場
所
で

は
美
し
い
紅
葉
を
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
今
年
の
紅
葉
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。教育

セ
ン
タ
ー

丸
田

俊
一 サビハナナカマド（栃堀にて）

第
六
次
栃
尾
市
総
合
計
画
基
本
構
想
が
決
ま
る

｢

自
然
と
人
が
共
生
す
る
、う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り｣

市長に答申する荒木会長

第６次総合計画での目標は、自然に育まれ、健康でうるお
いのある生活を営み、市民が幸せを感じ、誇りを持てる
「自然と人が共生する、うるおいのあるまちづくり」

鬼ぎりまつり
と き：10月27日(日)11時～14時 内 容：おにぎりセット、食事200円～1,300円

ところ：軽井沢集落開発センター(旧軽井沢小向かい) 問合せ：栃尾商工会 52 4191-



北
荷
頃
区
の
皆
さ
ん
は
、
「
被
害

情
報
収
集
訓
練
、
消
火
栓
を
使
っ
た

消
火
訓
練
、
全
員
で
避
難
す
る
訓
練
、

竹
と
毛
布
で
応
急
担
架
を
作
り
負
傷

者
を
搬
送
す
る
訓
練
」
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
避
難
場
所
の
「
荷
頃
小
学

校
」
に
集
合
。

整
然
と
避
難
し
た
住
民
の
皆
さ
ん

と
郵
便
局
員
は
、
消
火
器
や
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
に
参

加
し
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
。

さ
ら
に
、
郷
病
院
と
赤
十
字
安
全
奉

仕
団
に
よ
る
応
急
救
護
所
設
置
訓
練

に
も
参
加
し
、
災
害
時
の
負
傷
者
の

住
民
と
一
体
の
防
災
訓
練

救
出
方
法
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

緊
急
炊
き
出
し
訓
練
は
、
北
荷
頃

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
越
後
な
が
お
か

農
協
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
手
際
よ
く

お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
参
加
者
に
配
付
。

「
お
い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

訓
練
は
交
通
事
故
救
出
救
助
訓
練

の
ほ
か
、
見
附
市
消
防
署
に
よ
る
負

傷
者
の
応
急
処
置
と
医
療
機
関
へ
の

搬
送
訓
練
、
栃
尾
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
情
報
収
集
訓

練
、
ガ
ス
水
道
局
に
よ
る
水
道
施
設

仮
復
旧
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
県
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の
無
線
交
信
に

よ
る
災
害
現
場
の
状
況
収
集
訓
練
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
新
の
機
器
と
技
術
を
使
っ
た
訓

練
を
通
じ
て
人
命
救
助

や
消
火
活
動
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど
に

努
め
、
災
害
時
に
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
備
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
双

葉
保
育
園
の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
ミ
ニ
消
防
車

で
出
動
。
見
事
な
放
水

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

迅
速
な
対
応
と
最
新
の

機
器
・
技
術
を
使
っ
た
訓
練

16
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突
然
襲
う

に
備
え
て

栃
尾
市
消
防
防
災
訓
練

大
災
害

!!

北
荷
頃
地
区
で
、

を
想
定

地

災
震

害

九
月
八
日
、
市
は
北
荷
頃
地
区
で
消
防
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
住
民
と
防
災
関
係
機
関
（
消
防
署
・
消
防
団
な
ど
）
が

相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実
践
的
な
訓
練
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

れ
ん
け
い

っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
に
対
す
る
理
解
と
、
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

「
午
前
七
時
四
十
五
分
こ
ろ
、
栃
尾
市
に
お
い
て
強
い
地
震
が
発
生
。

特
に
、
北
荷
頃
地
区
で
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
な
ど
が
発
生
し
、
集
会
場

で
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
る
」
と
い
う
想
定
の
も
と
に
、
地
域

住
民
や
関
係
機
関
な
ど
約
五
百
五
十
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

訓練を巡視する統監（市長）と参与。
統監は「日ごろから災害に関心を持っ
てほしい」と講評しました

車内に閉じこめられた負傷者を救出する救助隊員と訓練
を見守る参加者たち
交通事故救出救助訓練では最新の機器と技術を駆使し、
車体を切断して無事に救出。阪神淡路大震災を教訓に、
一刻も早い人命救助を目指して日夜訓練に励んでいます

郷病院と赤十字安全奉仕団による応急
救護所の設置訓練

双
葉
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
放
水

体
験
。
見
事
に
く
す
玉
が
割
れ
ま
し
た

北荷頃婦人防火クラブと越後ながおか
農協女性部による緊急炊き出し訓練

県立植物園の
入館料変更のお知らせ

10月から、土日祝日に限り、小中学生の入館料が無料になりま

した。(平日は１人300円) 問合せ： 0250 24 6465- -

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

は
、
住
民
す
べ
て
の
共
通
の
願
い
で

す
。
犯
罪
や
事
故
か
ら
身
を
守
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
一
人
ひ

と
り
が
「
自
分
た
ち
は
決
し
て
犯
罪

や
事
故
の
被
害
者
に
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
「
自
衛
防
犯
意
識
」
を
持
つ

こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
に
生
活
の
安
全
を
脅
か

す
身
近
な
犯
罪
や
事
故
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

栃
尾
市
に
お
け
る
平
成
十
三
年
中

の
窃
盗
な
ど
の
刑
法
犯
（
刑
法
上
の

せ
っ
と
う

犯
罪
）
は
、
二
百
二
件
あ
り
、
前
年

と
比
べ
二
十
八
件
増
、
過
去
十
年
間

で
最
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
八
月
ま
で
に
窃
盗

を
中
心
と
し
た
刑
法
犯
は
百
二
十
件

発
生
し
、
前
年
と
比
べ
十
一
件
増
え

て
い
ま
す
。
犯
罪
情
勢
は
年
々
、
悪

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

主
な
犯
罪
と
し
て
は
、
夜
間
に
商

店
へ
の
忍
込
み
、
空
き
巣
な
ど
が
十

九
件
。
自
動
販
売
機
荒
し
、
自
転
車

・
バ
イ
ク
盗
、
さ
い
銭
盗
、
な
ど
が

と
う

多
発
し
、
窃
盗
が
刑
法
犯
全
体
の
七

悪
化
す
る
犯
罪
情
勢

十
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

空
き
巣
、
忍
込
み
な
ど
の
防
止

１�
玄
関
な
ど
に
カ
ギ
を
付
け
、
外
出

や
就
寝
の
際
は
、
確
実
に
施
錠

せ
じ
ょ
う

�
わ
ず
か
な
時
間
の
外
出
で
も
施
錠

�
裏
口
の
戸
・
風
呂
場
や
ト
イ
レ
の

窓
な
ど
も
施
錠

自
動
車
盗
の
防
止

２�
わ
ず
か
な
時
間
の
駐
車
で
も
、
必

ず
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
に
施
錠

�
自
動
車
内
に
は
現
金
や
貴
重
品
、

バ
ッ
ク
な
ど
を
置
か
な
い

自
転
車
・
バ
イ
ク
盗
の
防
止

３
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

駐在所など別の刑法犯発生状況

増減率
駐在所など

発生件数（件）
（％）H14 H13 増減

△5 △6.5署所在地 72 77
15 8 114.3北荷頃 7

7 100.0二日町 14 7
△1 △6.3東 谷 15 16

4 2 100.0吹 谷 2
120 11 10.1総 数 109

※各年１月～８月までの比較

�
バ
イ
ク
を
止
め
る
と
き
は
、
必
ず

キ
ー
を
抜
取
り
ハ
ン
ド
ル
を
ロ
ッ
ク

�
自
転
車
の
防
犯
登
録
は
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
防

犯
登
録
を
す
る

�
自
転
車
を
止
め
る
と
き
は
、
必
ず

施
錠
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ク
サ

リ
錠
な
ど
で
二
重
に
施
錠

�
路
上
な
ど
に
放
置
し
な
い
で
、
駐

輪
場
・
駐
車
場
を
利
用
す
る

自
動
販
売
機
荒
し
の
防
止

４◇
次
の
よ
う
な
不
審
な
人
を
み
た
ら

警
察
へ
通
報
願
い
ま
す
。

�
品
物
を
買
わ
な
い
の
に
自
動
販
売

機
の
前
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
人

�
何
回
も
コ
イ
ン
を
入
れ
た
り
、
返

却
し
た
り
し
て
い
る
人

�
自
動
販
売
機
を
破
壊
し
た
り
し
て
、

異
常
な
音
を
立
て
て
い
る
人

17
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わ
が
家
の
防
災

骨
を
折

っ
た
と
き
、

最
も
大
切

な
こ
と
は

動
か
さ
な

い
よ
う
に

そ
え
木
で
固
定
す
る
こ
と
で
す
。
無

理
を
し
て
動
か
す
と
ひ
ど
く
痛
む
か

ら
で
す
。

そ
え
木
に
は
、
近
く
に
あ
る
あ
り

合
わ
せ
の
も
の
（
棒
、
板
切
れ
、
傘
、

段
ボ
ー
ル
の
紙
、
雑
誌
）
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
こ
と
が
一
つ
で
も
あ

る
と
き
は
、
骨
が
折
れ
て
い
る
と
思

っ
て
手
当
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
さ
わ
っ
た
り
、
動
か
し
た
り
す
る

と
激
し
く
痛
む
。

�
ひ
ど
く
は
れ
た
り
、
外
か
ら
見
て

形
が
変
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。

�
顔
色
が
悪
く
な
り
、
冷
や
汗
が
出

る
。 骨

折
の
見
分
け
方

�
腕
に
そ
え
木
を
あ
て
る

し
ば
る
と
こ
ろ
は
、
骨
が
折
れ
た

部
分
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

�
冷
や
す

傷
口
が
あ
れ
ば
、
流
水
な
ど
で
汚

れ
を
落
と
し
、
清
潔
な
布
か
ガ
ー
ゼ

を
当
て
る
。

�
腕
を
固
定
す
る

三
角
巾
で
腕
を
首
か
ら
つ
る
。
も

う
一
枚
で
体
に
し
ば
り
固
定
す
る
。

そ
の
後
、
病
院
に
行
く
。

応

急

手

当

Ｓ
Ｏ
Ｓ
救
急
隊

腕
の
骨
を

折
っ
た
と
き

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

全
国
地
域
安
全
運
動

月

日
〜

日

10

11

20

安
心
の
街

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

防犯マスコット『 くん』CP

秋の企画展示
万葉の山野草展

と き：11月17日(日)まで、いずれも９時30分～16時30分 ところ：県立植物園(新津市)

入館料：一般600円、小中学生300円 問合せ： 0250 24 6465- -



長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

当
支
店
は
、
ガ
ス
空
調
に
し
て
、

一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

四
十
年
近
く
重
油
ボ
イ
ラ
ー
と
電

使
い
勝
手
の
良
い

ガ
ス
空
調

気
冷
房
を
全
館
で
使
っ
て
き
ま
し
た

が
、
空
室
が
で
き
た
り
設
備
の
老
朽

化
な
ど
に
よ
り
、
効
率
の
悪
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
効
率
的
な

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
は
な
い
も
の
か
と

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ガ
ス
空
調
の

話
を
聞
き
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

ガ
ス
空
調
は
、
部
屋
の
使
用
状
況

に
応
じ
て
稼
動
す
る
の
で
効
率
が
良

く
、
そ
の
結
果
、
夏
・
冬
場
の
ピ
ー

ク
時
で
二
割
ほ
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
割
安
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
冬
場
の
暖
房
の
立
ち
上
が

り
が
遅
く
、
暖
ま
る
ま
で
に
三
十
分

か
ら
一
時
間
も
か
か
り
不
便
で
し
た

が
、
ガ
ス
空
調
に
し
て
か
ら
は
、
だ

れ
で
も
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
押
す
だ
け
で

運
転
で
き
、
運
転
開
始
後
数
分
で
温

風
が
吹
出
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
立
ち
上
が
り
と
パ
ワ
フ
ル
な
暖
房

に
満
足
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
の
管
理
が
楽
に
な
り

ま
し
た
。
都
市
ガ
ス
は
配
管
で
供
給

さ
れ
る
の
で
貯
蔵
タ
ン
ク
が
い
ら
な

く
な
り
、
災
害
防
止
の
上
か
ら
も
安

心
で
す
。
ま
た
、
操
作
が
簡
単
な
の

で
専
門
の
担
当
者
も
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
機
器

を
屋
上
に
設
置
す
る
だ
け
な
の
で
、

ス
ペ
ー
ス
を
有
効
利
用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
夏
の
冷
房
も
以
前
は
吹
出

し
口
に
ス
ス
が
付
く
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ガ
ス
空
調
で
は
き
れ
い
で

18
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クリーンエネルギー
ガ
ス
と
安
全

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
立
ち
上
が
り

と
パ
ワ
フ
ル
な
暖
房
で
快
適
な

営
業
室

都市ガスはクリーンエネルギーの代表として、地球温暖化の原因物質の排出がほかの燃料と
比較して極端に少ないところが注目されています。
また、最近のガス機器の機能向上は目覚しいものがあり、燃費がよく、安全で使いやすく、

豊富な品揃えで出回っています。
一般家庭の台所はもちろん、給湯、冷暖房、業務用、工業用などさまざまな分野で経済性、

安全性、信頼性を発揮しているガス機器の導入を検討してみてはいかがでしょうか。

都
市
ガ
ス
に
し
て
よ
か
っ
た
。・・・市
民
の
声

安心ガスライフ２１
運動実施中

ガス水道局は、安心してガスを使
用いただけるよう11月までキャン
ペーンを実施中です。

屋上に設置された空調室外
機。コンパクトなのでスペ
ースを有効利用できます

秋の山野草
植替え無料講習会

と き：10月13日(日)13時～ ところ：文化センター２階学習室 受講料：無 料

持ち物：植替えようの鉢など 問合せ：公民館 52 2020-19
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快
適
な
環
境
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ガ
ス
空
調
に
切
り

替
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

ガ
ス
水
道
局
は
、
平
成
五
年
度
か

ら
十
年
計
画
で
従
来
の
ね
ず
み
色
の

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
、
新
し
い
マ
イ
コ

ン
メ
ー
タ
ー
に
順
次
取
替
え
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
末
で
ほ
ぼ
完
了
し

ま
す
。

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
は
、
安
全
機

能
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
内

蔵
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
が
外

◎
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
と
は

安
全
機
能
を
内
蔵
し
た

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー

れ
て
ガ
ス
が
漏
れ
た
と
き
や
、
ガ
ス

器
具
の
火
を
消
し
忘
れ
て
い
た
と
き
、

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
と
き
な
ど

に
作
動
し
、
す
ぐ
に
ガ
ス
を
ス
ト
ッ

プ
す
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
で
す
。

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
が
作
動
し
て

ガ
ス
が
出
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
左

上
に
あ
る
黒
い
キ
ャ
ッ
プ
を
回
し
て

は
ず
し
、
中
の
ボ
タ
ン
を
奥
ま
で
一

回
強
く
押
し
て
か
ら
、
三
分
間
待
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
間
に
マ
イ
コ
ン

が
ガ
ス
漏
れ
検
査
を
し
ま
す
。
異
常

が
な
け
れ
ば
、
ラ
ン
プ
の
点
滅
が
終

◎
誰
で
も
で
き
る
復
帰
操
作

わ
り
ガ
ス
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ガ
ス
水
道
局
は
、
火
災
も
感
知
す

る
ガ
ス
漏
れ
警
報
機
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

家
庭
で
の
ガ
ス
漏
れ
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

多
機
能
型
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
は
、

ガ
ス
漏
れ
を
感
知
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
火
災
警
報
機
能
も
あ
り
ま
す
。

火
災
に
よ
る
熱
が
発
生
し
、
警
報
器

周
辺
の
温
度
が
六
十
五
度
以
上
に
な

る
と
作
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
完
全
燃
焼
な
ど
で
発

生
す
る
、
身
体
に
有
害
な
一
酸
化
炭

素
を
感
知
し
て
、
ラ
ン
プ
と
音
声
で

知
ら
せ
ま
す
。

こ
の
多
機
能
型
ガ
ス
警
報
器
を
事

故
の
発
生
し
や
す
い
台
所
に
取
り
付

け
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
が
図
れ
ま
す
。

提
供
す
る
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
は
、

「
普
及
型
」
と
「
多
機
能
型
」
の
二

種
類
が
あ
り
、
す
べ
て
メ
ー
カ
ー
の

保
証
期
間
は
五
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
証
期
間
が
満
了
と
な
る
ガ
ス
漏

火
災
も
感
知
す
る

ガ
ス
漏
れ
警
報
器

◎
多
機
能

一
台
三
役

◎
警
報
器
の
保
証
は
五
年

れ
警
報
器
は
、
早
め
に
新
し
い
も
の

と
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
ガ
ス
水
道
局
ま
で

52

多
機
能
型
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
。
ガ
ス

漏
れ
の
ほ
か
に
、
火
災
や
一
酸
化
炭

素
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す

地球環境にやさしい

い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
ガ
ス
は
排
ガ

ス
が
ク
リ
ー
ン
な
の
で
、
環
境
保
全

に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
都
市
ガ
ス
を
安
全
に
使
う
た
め
に

マイコンメーターの
復帰操作

この黒いキャップを回し
てはずし、中のボタンを奥
まで１回強く押してから、
３分間待ってください。

ガス漏れ警報器の機能と価格表
運動期間中感知機能 お知らせ 通常価格
特別価格

普 及 型 ガス漏れ 7,000円 5,000円ランプ、
ブザー

ランプ、ガス漏れ、
多機能型 一酸化炭素、 12,000円 9,000円音声

火災(熱)

｢私のアイデア貯金箱｣
コンクール

栃尾東小学校・南小学校の児童の作品を10月15日(火)から27日(日)まで、栃尾郵便

局に展示します。ほかの小学校の児童の作品は、受付郵便局で展示します

‐
５
８
２
６



市
は
、
七
月
に
市
内
の
小
学
三
年

生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
百
四
十

五
人
を
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
に
任

命
。
隊
員
は
、
夏
休
み
に
町
内
の
ご

み
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
出
し
方
、
町

内
の
ポ
イ
捨
て
状
況
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。

隊
員
か
ら
の
報
告
に
は
「
私
の
町

内
の
ご
み
集
積
所
は
、
全
部
、
市
の

指
定
の
袋
で
出
し
て
あ
り
、
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
」
と
い
う
声
が
多
く
、

誇
り
に
感
じ
て
い
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
み
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
の
表
れ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
隊
員

の
中
に
は
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
一
環

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
さ
れ
た
缶

の
飲
み
残
し
を
捨
て
た
り
、
町
内
の

ご
み
拾
い
を
し
た
り
と
活
躍
し
ま
し

た
。
今
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
に
は
、

冬
休
み
と
春
休
み
に
も
活
動
し
て
も

ら
う
予
定
で
す
。

ご
み
袋
は
す
べ
て
指
定
袋
で
し
た
。

月
曜
日
と
い
う
こ
と
で
集
積
所
に
入

り
き
れ
ず
に
外
に
は
み
出
し
て
い
ま

し
た
。
夏
は
、
ス
イ
カ
の
皮
な
ど
が

多
く
、
袋
の
中
に
水
分
が
か
な
り
た

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
か
な
り
多
く
入
っ
て
い
ま
し
た
。

（
中
学
二
年
）

指
定
袋
で
、
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ

て
い
て
「
す
ご
く
村
の
人
た
ち
は
環

境
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
ん
だ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
環
境

に
対
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
、

燃
え
る
ご
み

ご
み
の
出
し
方
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
が

ん
ば
っ
て
協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
小
学
六
年
）

ご
み
集
積
所
に
指
定
袋
で
な
い
袋

で
出
し
て
あ
っ
た
か
ら
、
ご
み
収
集

車
の
人
が
、
そ
の
ご
み
を
持
っ
て
い

か
ず
、
注
意
の
カ
ー
ド
を
貼
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

を
す
る
ま
で
は
、
注
意
カ
ー
ド
が
あ

る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
カ
ー
ド
を
貼
れ
ば
気
を
つ
け
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
小
学
六
年
）

こ
の
地
区
で
な
い
人
が
車
で
会
社

に
行
く
途
中
に
ご
み
を
い
っ
ぱ
い
置

い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
人
の
集
落
に

は
、
ご
み
を
出
す
所
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
集
積
所
の
外
に
ご
み
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
小
学
六
年
）

古
本
や
古
雑
誌
が
ひ
も
で
し
ば
っ

て
出
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

持
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
よ
く
指
定
袋

で
出
し
て
い
な
い
人
が
い
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
袋
を
買
う
の
が
大
変

だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

ご
み
の
小
屋
の
そ
う
じ
は
、
当
番

の
人
が
き
れ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。

（
小
学
四
年
）

ど
こ
の
家
の
人
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
空
き
び
ん
に
付
い
て
い
た
ふ
た

を
取
っ
て
、
空
き
缶
入
れ
の
コ
ン
テ

ナ
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
も

の
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
が
出
し

た
も
の
も
取
っ
て
い
た
の
で
、
僕
も

手
伝
い
ま
し
た
。

（
小
学
四
年
）

旧
南
中
学
校
の
近
く
の
や
ぶ
に
は
、

タ
イ
ヤ
二
本
、
マ
ン
ガ
本
十
冊
く
ら

い
、
缶
の
箱
や
袋
な
ど
が
た
く
さ
ん

捨
て
ら
れ
、
変
な
に
お
い
が
し
ま
し

た
。
「
や
ぶ
の
中
だ
っ
た
ら
見
つ
か

ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
捨
て
る

人
が
い
る
の
は
悲
し
い
で
す
。

（
小
学
五
年
）

リ
サ
イ
ク
ル
品

不
法
投
棄
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環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
か
ら
の
報
告

ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
は

出
し
て
く
だ
さ
い

環 境
エコページ

新聞紙、雑誌に分別され出して
ありました(５年生)

夏休みに、地域のごみ集積所をチェック
した環境パトロール隊員。｢ルールを守
って出してください｣と呼びかけました

落ち葉のじゅうたんを歩こう
…守門岳・粟ケ岳…

と き：10月19日(土)～20日(日) 宿 泊：ロッジ道院 定 員：20人

参加費：10,000円(１泊３食) 申込み・問合せ：道院高原 58 2120-

大
正
十
三
年
、
当
市
滝
の
下
町
に

生
ま
れ
た
齋
藤
三
郎
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
京
都
で
陶
芸
の
修
行
を
始
め

戦
後
、
高
田(

現
上
越
市)

に
窯
を
築

き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
六
十
八

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
陶
齋
の
号
で

と

う

さ

い

白
磁
や
椿
に
代
表
さ
れ
る
絵
付
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
で
数
多
く
の
作
品

を
生
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
二
十
五
年
、
三
郎
さ
ん

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
尚
明
さ
ん

は
、
二
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
陶
芸
家

に
な
る
こ
と
を
決
心
し
、
京
都
で
の

修
行
後
、
郷
里
に
も
ど
り
作
陶
生
活

に
入
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
三
郎
さ

ん
の
教
え
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
自
分

の
作
風
を
確
立
、
県
内
外
で
個
展
を

精
力
的
に
開
催
し
、
平
成
十
二
年
に

二
代
陶
齋
を
襲
名
し
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
昨
年
三
郎
さ
ん

の
甥
で
、
東
京
都
町
田
市
在
住
の
齋

お
い

藤
謹
也
氏
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
も
の

を
中
心
と
し
た
三
郎
さ
ん
の
作
品
に
、

栃
尾
で
は
初
展
示
と
な
る
息
子
尚
明

さ
ん
の
作
品
を
加
え
、
二
代
・
父
子

に
わ
た
る
陶
齋
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
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あなたの が人を かす！ 栃尾を える！声 動 変

市民 声 ひろばの の
～皆さんの意見や提言、質問などをお寄せください～

市は、あなたの『声(意見、提言、質問)』をまちづくり
に反映させるため、ホームページに「市民の声のひろば」
を設置しました。気軽にあなたの『声』をお寄せください。
「ごみのリサイクルをもっと進めていこうよ！｣｢図書室の
本はホームページから予約できるの？」など、皆さんの
『声』で栃尾市を今よりも「住みたくなるまち｣､｢往きた
くなるまち｣､｢うるおいのあるまち」にしましょう。

行政管理課広報広聴係 52‐2175問合せ

『市民の声のひろば』はここから

http://www.city.tochio.niigata.jp/index2/
index2.htm

E-mail：voice@city.tochio.niigata.jp

尾
市
美
術
館

栃栃
尾
ゆ
か
り
の
陶
芸
家

父
子
展

齋
藤
三
郎･

尚
明

10月５日(土)
～12月８日(日)
月曜休館
9 00～17 00: :
(発券は まで)16 30:
５３－６３００

尚明さんと作品の

｢白磁鎬文壺｣
はくじしのぎもんつぼ

三郎さんと作品の

｢色絵辰砂椿文壺｣
いろえしんしゃつばきもんつぼ

Ｒ２９０
街 道 ま つ り

と き：10月13日(日)10時～16時

ところ：道の駅「Ｒ２９０とちお｣

内 容：越後やまなみライン沿線自慢のグルメや特産品、

地酒などを集めた名店街、フリーマーケット ほか



◇
現
在
、次
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
て
、平
成
十
五
年
四
月
一
日

以
降
も
引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
人

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

桐
樹
園
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王

見
台
、
み
の
わ
の
里
、
コ
ロ
ニ
ー

に
い
が
た
白
岩
の
里
、
守
門
の
里
、

ま
ご
こ
ろ
学
園
（
寮
）
、
長
岡
療

育
園
、
い
ず
み
苑

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

社
会
福
祉
協
議
会
、
て
ま
り

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

社
会
福
祉
協
議
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

い
ず
み
苑
、
お
お
の
苑
、
て
ま
り
、

桜
花
園

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

十
楽
寮
、
浦
寮
、
さ
つ
き

◇
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
降
、新
た

に
次
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

希
望
す
る
人

身
体
障
害
者
施
設

身
体
障
害
者
更
生
指
導
所
、
桐
樹

園
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台
、

み
の
わ
の
里
療
護
園
、
か
た
く
り

の
里
（
仮
称
）
、
さ
ん
わ
工
房
な

ど
知
的
障
害
者
施
設

コ
ロ
ニ
ー
に
い
が
た
白
岩
の
里
、

守
門
の
里
、
桜
花
園
、
ま
ご
こ
ろ

寮
、
み
の
わ
の
里
工
房
ま
す
が
た

な
ど

※
現
在
、
施
設
の
待
機
者
に
な
っ
て

い
る
人
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

現
在
、
次
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人

身
体
障
害
者
施
設

み
の
わ
の
里
療
護
園
、
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
王
見
台
、
さ
ん
わ
工
房

知
的
障
害
者
施
設

コ
ロ
ニ
ー
に
い
が
た
白
岩
の
里
、

守
門
の
里
、
桜
花
園
、
み
の
わ
の

里
工
房
ま
す
が
た
、
鹿
島
育
成
寮
、

国
立
コ
ロ
ニ
ー
の
ぞ
み
の
園
、
通

勤
寮
長
久
の
家

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
、

も
し
く
は
利
用
予
定
の
人

知
的
障
害
児
施
設
入
所
（
通
園
）

ま
ご
こ
ろ
学
園
、
柿
が
丘
学
園

重
症
心
身
障
害
児
施
設
入
所

長
岡
療
育
園

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
通
園
事
業

長
岡
療
育
園

小
規
模
作
業
所

と
ち
の
木
の
家
・
き
ら
り
作
業
所

手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業

本
人
ま
た
は
家
族
が
支
援
費
支
給

対
象
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
疑
問
な
ど
が

あ
る
場
合
は
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１

い
ま
は
健
康
で
、
誰
か
に
面
倒
を

見
て
も
ら
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
が
申
請
は
必
要
で
す
か
？

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
１た

だ
し
、
今
後
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、

そ
の
と
き
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ど
も
が

Ｑ
２

養
護
学
校
に
通
っ
て
い
る
子

い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

と
夏
休
み
に
日
帰
り
の
短
期
入
所
を

利
用
し
て
い
ま
す
。今
後
も
利
用
し
た

い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す

か
？

児
童
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

Ａ
２ビ

ス
と
短
期
入
所
は
支
援
費
制
度

に
移
行
し
ま
す
、
来
年
度
以
降
も

利
用
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
申

請
が
必
要
で
す
。

Ｑ
３

来
年
、
養
護
学
校
を
卒
業
し
ま

す
。通
所
施
設
の
利
用
し
た
い
の
で
す

が
、
ど
こ
が
利
用
で
き
る
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
市
は
利

Ａ
３用

で
き
る
施
設
の
情
報
提
供
を
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
施
設
が
更

生
施
設
や
授
産
施
設
の
場
合
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
親

の
会
な
ど
が
運
営
す
る
小
規
模
作

業
所
は
、
支
援
費
の
対
象
外
で
す

の
で
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
４

申
請
は
本
人
が
行
か
な
け
れ
ば

ダ
メ
で
す
か
？

本
人
か
ら
申
請
の
代
行
を
依

Ａ
４頼

さ
れ
た
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
必
ず
し
も
書

面
に
よ
り
依
頼
さ
れ
て
い
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
健
福
祉
課

申
請
窓
口
・
問
合
せ

福
祉
係

‐
５
８
３
６

52
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支
援
費
制
度
へ
の
移
行
に
向
け

月
か
ら
支
給
申
請
受
付
開
始

10
身
体
障
害
者(

児)
お
よ
び
知
的
障
害
者(

児)

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、平

成
十
五
年
四
月
か
ら
、「措
置
制
度
」か
ら
「支
援
費
制
度
」へ
移
行
す
る
た
め
、今

年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。（詳
細
は
八
月
五
日
号
参
照
）

現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、引
き
続
き
支
援
費
の
対
象
と
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。
十
月
か
ら
支
給

申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
請
が
必
要
な
人

平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
降
、

申
請
が
必
要
な
人

申
請
す
る
必
要
が
な
い
人

支
援
費
制
度
Ｑ
＆
Ａ

交通事故が
!!多発しています

優しい運転と安全な歩行を心がけ、
交通事故から大切な命を守りましょう

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
は
、
今

年
も
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▽
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
離
婚
、
相
続
、

土
地
、
金
銭
上
の
問
題

▽
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
・
信
用

の
侵
害
な
ど
の
人
権
問
題

▽
児
童
・
生
徒
間
に
お
け
る
「
い
じ
め
」

の
問
題
で
お
悩
み
の
人

な
ど
の
事
柄
に
つ
い
て
、
栃
尾
市
の
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

【
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
四
人
で
す
】

稲
田
美
穂
子
さ
ん
（
表
町
）
、
星
野

信
行
さ
ん
（
栃
堀
）
、
橋
本
英
俊
さ
ん

（
原
町
）
、
葛
綿
弘
義
さ
ん
（
上
塩
）

ま
た
、
毎
月
市
役
所
別
館
で
行
っ
て

い
る
行
政
相
談
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

行
政
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
行
政
相
談
委
員
は
次
の
人
で
す
】

大
橋
栄
蔵
さ
ん
（
金
町
）

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・

応
募
資
格

通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
詩
、

種

別
随
筆
、
小
説

自

由

題

材

▽
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
は

応
募
点
数

各
種
別
ご
と
に
…
一
人
５
点
以
内

▽
詩
…
一
人
２
点
以
内
▽
随
筆
、
小

説
は
い
ず
れ
も
一
人
１
点

▽
各
種
別
ご
と
に
四
百
字
詰

用

紙
め
原
稿
用
紙
を
使
用
（
俳
句
、
川
柳
、

短
歌
は
ハ
ガ
キ
で
も
可
）
▽
詩
お
よ

び
随
筆
は
、
一
編
に
つ
き
原
稿
用
紙

５
枚
以
内
▽
小
説
は
、
原
稿
用
紙
10

枚
以
内

応
募
用
紙
に
住
所(

番

出
品
上
の
注
意

地
ま
で)

、
氏
名(

ふ
り
が
な
、
ペ
ン

ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
も
記
入)

、
電

話
番
号
、
作
品
の
種
別
を
楷
書
で
明

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
が
、
「
文

芸
と
ち
お
」
に
収
録
し
掲
載
し
ま
す
。

俳
句
…
大
瀬
久
男
さ

選
者
・
審
査
員

ん
、
川
柳
…
古
川
長
次
さ
ん
、
短
歌
…

松
本
鷹
志
さ
ん
、
詩
・
随
筆
・
小
説

…
牧
岡
孝
さ
ん
、

月
１
日

か
ら

月

日

応
募
先

11

（金）

11

29

ま
で
公
民
館

‐
２
０
２
０

（金）

52

（
郵
送
可
）月

２
日

〜

月

日

と

き

10

（水）

11

27

（水）

全
８
回

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

小
学
生
以
上
（
た
だ
し
小
学

対

象
生
は
保
護
者
同
伴
）

千
五
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

問
合
せ

52

月

日

午
後
２
時
開
演

と

き

11

10

（日）

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

市
内
で
活
動
し
て
い
る
音
楽

内

容
団
体
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

無

料

入
場
料

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

月
２
日

〜
４
日

と

き

11

（土）

（祝）

９
時
〜

時
（
た
だ
し
、
２
日
は

18

10

時
か
ら
、
４
日
は

時
ま
で
）

16

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

月

日

時
か
ら

作
品
搬
入

10

28

（月）
17

20

時
ま
で
、
総
合
体
育
館
で
受
け
付
け

ま
す
。

▽
日
本
画
…
藤
田
チ
ヨ
子
さ

審
査
員

ん
▽
洋
画
…
中
野
雅
友
さ
ん
▽
書
道

…
石
丸
雨
虹
さ
ん
▽
写
真
…
羽
賀
康

夫
さ
ん
▽
版
画
・
彫
塑
・
工
芸
…
高

橋
純
一
さ
ん月

日

時
〜

審
査
会

10

29

（火）
13

※
審
査
会
終
了
後
、
作
品
講
評
会
を
公

開
で
実
施
し
ま
す
。

出
品
資
格
、
出
品
規
定
、
募

問
合
せ

集
部
門
な
ど
、
募
集
要
項
の
詳
細
は

公
民
館

‐
２
０
２
０

52

23
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次のとおり市に寄付を

いただきました。

ありがとうございました。

(14.8.9～14.8.29)

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
相
談

○

月

日

午
前

時
〜

時
、
午
後

10

16

（水）

10

12

１
時
〜
３
時

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○

月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

10

24

（木）

10

○
文
化
セ
ン
タ
ー

学
習
室

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日
午
前

時
〜
午
後
３
時

10

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

談

□
青
少
年
問
題
相

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

おしらせ

今月の税金

納期10月31日

市 ・ 県 民 税

▲

国民健康保険

▲

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

行
政
相
談
も
同
時
に
実
施

○
と

き

月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

10

24

（木）

10

○
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

学
習
室

▼
東
北
電
力
�
長
岡
営
業
所
…
安
全
・
防
犯
の

た
め
街
路
灯
６
灯
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
刈
谷
田
川
漁
業
協
同
組
合
（
諸
橋
貞
夫
代
表

理
事
組
合
長
）
…
一
般
寄
付
金
と
し
て
１
万

円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄付御礼

市民文化祭
－市展と同時開催－
11月２日(土)～４日(月)

◎個人作品も大歓迎！
個人作品の出品も受付します。

多数の皆さんの出品をお待ちして
います。
作品の受付・飾り付け
10月31日(木)14時～21 で時ま

の間に、総合体育館で行います。
公民館 52-2020問合せ

市
民
文
芸
作
品募

集

教
室
・
講
座

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

(

旧
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室)

と
ち
お
音
楽
祭
'02

催

し

回

第
34栃

尾
市
美
術
展

｢栃尾おかめかぼちゃ｣
全国コンクール

と き：10月19日(土)～27日(日)いずれも９時～17時

ところ：文化センター１階展示室 問合せ：公民館52 2020-



長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
が
中
学
１

年
生
を
対
象
に
開
催
す
る
、
中
学
生
音

楽
鑑
賞
教
室
�
越
後
創
作
オ
ペ
ラ｢

み

る
な
の
座
敷｣

�
に
一
般
市
民
を
招
待
し

ま
す
。

月

日

・

日

と

き

11

13

（水）

14

（木）

両
日
と
も
午
前
と
午
後
２
回
公
演

長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

各
公
演

人
（
先
着
順
）

定

員

30

無

料

入
場
料

※
未
就
学
児
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

月
７
日
か
ら
電

申
込
み
・
問
合
せ

10

話
で
生
涯
学
習
課

‐
２
０
２
０

52

※
入
場
整
理
券
を
送
付
し
ま
す
。

月

日

時
〜

時

と

き

10

20

（土）
10

16

文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室

と
こ
ろ

�
農
地
を
宅
地
や
山
林
な
ど

内

容
に
す
る
た
め
の
許
可
申
請
�
農
業
者

年
金
受
給
・
農
業
経
営
の
移
譲
申
請

�
住
宅
金
融
公
庫
な
ど
に
対
す
る
融

資
申
込
�
道
路
・
水
路
の
払
い
下
げ

申
請
�
車
庫
証
明
申
請
�
道
路
工
事

施
工
承
認
・
道
路
水
路
使
用
許
可
申

請
�
建
設
業
許
可
申
請
�
各
種
契
約

書
・
念
書
・
内
容
証
明
の
作
成
�
そ

行
政
書
士
業
務
の

無
料
相
談
会

の
他
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
、
手
続
き
、
登
記
に
関
す
る
こ

と
全
般
、
お
よ
び
土
地
、
建
物
の
測

量
、
調
査
、
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
行
政
書
士
に
「
代
理
権
」
が
付
与
さ

れ
、
業
務
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

新
潟
県
行
政
書
士
会
中
越
支

主

催
部
栃
尾
ブ
ロ
ッ
ク

月

日

時

分
〜

と

き

11

13

（水）
13

30

ハ
イ
ブ
長
岡

と
こ
ろ

参
加
企
業
と
の
個
別
面
談
、

内

容
適
職
判
定
、
職
業
訓
練
相
談
な
ど

※
参
加
企
業
募
集
中
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

‐

問
合
せ

32

１
１
８
１

長
岡
・
小
千
谷
地
区

合
同
就
職
面
接
会

24
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へ
の

中
学
生
音
楽
鑑
賞
教
室

一
般
招
待
者
募
集

そ
の
他

○杜々の森名水公園 ○10月27日(日) 午前10時～午後３時

〈あぶらげまつり〉
巨大油揚げ作り・試食、あぶらげ巻寿司早食い大会
（参加費；1,00 0円）、油揚げの揚げ実演・販売、あぶら
げ料理の紹介、「おから」の持ち帰り

＊有料＊〈コシヒカリまつり〉
地元産こしひかりおにぎり、地元産きのこ汁、おでん、
やきとり、もちつき、その他

＊有料＊〈喫茶コーナー〉
名水で点てた抹茶 （お菓子付き）

た

＊有料＊〈土産コーナー〉
油揚げ（５枚箱入り）、ジャンボ稲荷寿司

〈その他〉
伝統芸能｢広大寺｣｢よしよし｣の披露、ビンゴ、稚鯉すく
い、輪投げなどのゲームもあります。

▲女性もチャレ
ンジしたジャン
ボあぶらげ巻寿
司の早食い大会

畳一枚ほどの巨▲

大油揚げの試食。
長蛇の列にあっと
いう間に飲み込ま
れてしまいました

昨
年
の
ス
ナ
ッ
プ

第28回栃尾市農業まつり
10月27日(日)午前10時～午後３時と き
産業交流センターおりなす(宮沢)ところ

○賞味、試食コーナー
コシヒカリ新米おにぎり、焼肉、牛乳、
米菓子、焼き芋、もち、米粉の加工品

○即売コーナー
秋野菜、手作り加工品、コシヒカリ新米、
木炭、果物、豚肉、錦鯉、牛乳、乳製品、
もち、ふるさと特産品ほか

○催し物 ※（ ）内は会場
・錦鯉すくい大会（広場）
・健康相談、展示、車イス体験ほか（展
示プラザホール）

・民踊の集い（てまりホール）
12時～14時30分

・小中学生記念図画展示(展示ﾌﾟﾗｻﾞﾎｰﾙ)
・お楽しみゲーム（広場）
・共進会、品評会総合表彰式(第１会議室)
・お楽しみゲーム、もちつき体験（広場）

農林課 52-5847問合せ

若
者
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅

ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
あ
き
ば

入
居
者
募
集
！

１
戸

募
集
戸
数

木
造
３
階
建
（
高
床

住
宅
概
要

式
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

高
床
部
に
車
２
台
駐
車
可

月
額
五
万
五
千
円
、
敷

家

賃
金
３
カ
月
分
、
ほ
か
に
共
益
費

月
額
千
円
が
必
要

※
入
居
条
件
な
ど
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

月

日

申
込
み
・
問
合
せ

10

21

（月）

ま
で
に
建
設
課
道
路
住
宅
係
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

‐
５

52

８
２
５

文化センター

ギャラリーとちお ◆秋の山野草展(とちお愛草会) 10／12(土)～13(日)

現
在
の
雇
用
失
業
情
勢
や
雇
用
保
険

財
政
の
状
況
を
考
慮
し
、

月
１
日
か

10

ら
雇
用
保
険
料
率
を
千
分
の
二
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
保
険
料
の
追
加
徴
収

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
分
の
二
の

雇
用
保
険
料
率
の
変
更

引
き
上
げ
分
は
、
事
業
主
、
被
保
険

者
、
そ
れ
ぞ
れ
千
分
の
一
ず
つ
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

納
付
金
額
は

保
険
料
の
追
加
徴
収

12

月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
、
納

雇
用
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

付
期
限
は
平
成

年
１
月

日
ま
で

15

31

と
す
る
予
定
で
す
。

長
岡
労
働
基
準
監
督
署


問
合
せ

33

‐
８
７
１
１
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

‐
１
１
８
１


32

月

日

９
時
～

時

と

き

11

13

（水）

16

弥
彦
、
寺
泊

行
き
先

人
程
度(

先
着
順)

定

員

35二
千
円

参
加
費

社
会
福
祉
協
議
会

申
込
み
・
問
合
せ

第

回
25

在
宅
介
護
者
交
流
会

‐
５
８
９
５


52

弁
護
士
が
「
相
続
、
土
地
や
金
銭
の

争
い
ご
と
の
問
題｣｢

扶
養
の
問
題
」
な

ど
法
律
に
か
か
わ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

(

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す)

月
７
日

時
～

時

と

き

11

（木）
13

15

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新
栄

と
こ
ろ

町
２
‐
２
‐

）
23

月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

10

25

（金）

に
社
会
福
祉
協
議
会

‐
５
８
９
５


52

無
料
巡
回
法
律
相
談

毎
年
開
催
さ
れ
る
美
術
館
の
企

画
展
。｢

あ
の
作
品
を
も
う
一
度
見

た
い｣｢

感
動
を
再
び
味
わ
い
た
い｣

と
い
う
人
に
、
企
画
展
図
録
を
お

勧
め
し
ま
す
。
筒
場
大
山
展(

千

円)

、
椿
悦
至
展(

千
円)

、
那
須
正

丘
・
田
中
勢
い
子
二
人
展(

千
円)

、

桐
生
照
子
展(

五
百
円)

な
ど
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

美
術
館

‐
６
３
０
０



問
合
せ

53

美
術
館

｢

企
画
展
図
録｣

紹
介

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

１ 営業事務 飼料・有機質肥
料製造業 比　礼 1 40～64

119,600～
128,800

8:30～17:30

２ 介護支援専門員 介護サービス業 平 1 25～45
170,000～
230,000

9:00～18:00 １種普通免許

３ 販売員 カメラ、カメラ
用品小売 栄　町 1 不問

150,000～
200,000

8:30～18:00 １種普通免許

４ 組立梱包 電気機器製造業 楡　原 5 18～45
117,600～
120,000

8:00～17:20

５ 歯科助手 歯科診療所 金　沢 2 18～23
150,000～
160,000

7:30～17:00

６ 美容師 美容業 谷内 1 18～30
140,000～
140,000

8:30～18:00 美容師

７ 企画、開発 織物業 谷内 1 18～60
171,000～
240,000

8:00～17:00

８ 生産技術 自動車部品製造
業 北荷頃 2 18～27

148,000～
170,000

8:00～17:00

９
重機オペレータ
ー

土木建築工事業 赤　谷 1 30～50
200,000～
250,000

8:00～17:00 車両系（基礎工事用）

10 検品作業員 織物業 東　町 5 不問
119,600～
150,000

9:00～18:00

11 縫製 婦人服縫製業 天下島 1 20～40
125,000～
150,000

8:00～17:00

12 ソーイングスタッフ 織物業 大野町 1 18～50
119,600～
156,400

8:20～17:20

13 縫製工（婦人服） 婦人服製造業 山田町 2 18～45
135,191～
204,002

8:15～17:15

14 織機調整工 織物業 滝の下町 1 20～60
146,900～
226,900

5:30～13:45

15 綾通し工 織物業 谷　内 1 27～40
124,800～
144,000

8:00～17:00

16 プレス作業員 織物業 東　町 5 18～50
117,300～
161,000

9:00～18:00

17 現場事務員 織物業 東　町 1 20～45
117,300～
140,300

9:00～18:00

18 土木作業員、配管工 土木建築工事業 小　貫 1 20～40
180,000～
250,000

7:45～17:00

19 販売具 鮮魚,青果、雑
貨卸小売 表　町 1 25～35

140,000～
145,000

8:00～17:00

20 介護員 介護サービス業 平 2 30～45
127,000～
155,000

8:00～18:00 １種普通免許

21 事務 米穀類小売業 表　町 1 18～40
92,400～
100,100

9:30～18:00

22 ガソリンスタンドスタッフ 石油製品販売業 金　町 1 18～30
130,000～
160,000

7:00～16:00

23 設計 電子部品製造業 滝の下町 2 25～45
190,000～
320,000

9:00～18:00

24 一般事務・経理・パソコン デザイン業 表　町 2 18～
160,000～
180,000

9:00～18:30 １種普通免許

25
グラフィックデ
ザイン・D

デザイン業 表　町 1 18～
150,000～
300,000

9:00～18:30 １種普通免許

26
インターネット
プロバイダ

デザイン業 表　町 2 18～
150,000～
250,000

9:00～18:30

27
検品・プレス・
ミシン

織物業 北荷頃 1 19～45
122,200～
131,600

8:10～17:00

28 介護支援専門員 老人福祉事業 下樫出 1 25～
176,176～
176,176

8:30～17:30 介護支援専門員

29 薬剤師 医薬品小売業 新栄町 1 23～40
230,000
～430,000

8:45～18:45 薬剤師

30 油揚げ製造工 食品製造業 人　面 1 18～45
124,800～
153,600

5:00～14:00

31 プレス、縫製 織物業 天下島 2 20～40
125,000～
150,000

8:30～17:30

32 織布要員 織物業 谷　内 2 不問
126,500～
230,000

22:00～5:30

33 修整作業員 織物業 東　町 5 20～50
132,000～
168,000

8:30～17:30

34 織物サイジング要員 織物業 北荷頃 1 30～55
174,000～
250,000

8:30～17:30

35 美容師 美容業 表　町 1 20～35
135,000～
220,000

9:00～18:00 美容師

36 電気部品組立 産業用機械装置
製造業 上樫出 1 18～26

150,000～
200,000

8:30～17:30 １種普通免許

37 検査工 織物業 上の原町 1 25～50
138,000～
149,500

8:30～17:30

38 リンキング 婦人服縫製葉 栄　町 3 18～55
98,714～
154,000

9:00～17:00

39 ミシンオペレーター 婦人服縫製業 大　町 2 45～
128,800～
160,000

8:00～17:10

40 看護員 介護サービス業 平 2 25～55
180,000～
250,000

8:00～18:00 看護師

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成14年９月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー

アトレとど

展示コーナー
◆植物染とは ◆たからものマップ

(栃尾紬研究会) (よったかりうぇ～ぶ)
10／18(金)～30(水)
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長 岡 圏 域
イベント情報

�期日�会場�問合せ先

【長岡市】
�11月２日(土)～４日▽ リリック演劇祭

由起さおり・安田(祝)�リリックホール ▽

�11月３日(祝)14時～�祥子童謡コンサート
吉本新喜劇＆バラエティーショー市立劇場 ▽

�11月17日(日)13時～・17時～�市立劇場、
いずれも�リリックホール 29-7711

【小千谷市】
�10月26日(土)～27▽新潟県錦鯉品評会

日(日)�総合体育館 �11月▽牛の角突き
４日(祝)13時～�小栗山闘牛場、いずれ
も�商工観光課 83-3512

【見附市】
�11月17日(日)開演▽情熱のフラメンコ

15時 �11▽上松美香アルパコンサート
月27日(水)開演19時、いずれも��文化
ホール 63-5321

【越路町】
�11月１日(金)▽もみじ園ライトアップ

～11月下旬 �11月８日▽もみじ園茶席
(金)～９日(土) �11月10日▽そばの鉄人
(日)、いずれも�もみじ園�企画振興課
92-5902

【三島町】
�11月３日(祝)�みしま中▽産業まつり

央会館�産業課 42-2221
【与板町】

�11月３▽たちばな健康マラソン大会
日(祝)�町内�教育委員会 72-3528

【出雲崎町】
�11月３日(祝)�町民体育▽産業まつり

館�農林水産課 78-2295
【山古志村】

�11月３日(祝)�村役場前▽産業まつり
�11月３日(祝)12時～�虫▽牛の角突き

亀闘牛場、いずれも�産業課 59-2330
【川口町】

�11月▽えちごかわぐち物語秋まつり
２日(土)～３日(祝)�生涯学習センター
周辺�農村振興課 89-3113

【小国町】
�11月１日▽もちひと(以仁王)まつり

も ち ひ と お う

(金)～３日(祝)�商工物産館、森林公園
ほか�企画商工課 95-5906

相談種別 相談時間 相談日

毎週月曜日～金曜日よろず相談 9 00～17 00: :

専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日

13 30～15 30 第１水曜日医 療 : :

14 00～16 00 第３水曜日痴 呆 : :

13 30～15 30 第１火曜日公的年金･公的保険 : :

10 00～12 00 第２金曜日税 金 : :

10 00～16 00 第２木曜日健康・介護 : :

魅惑のカクテル
パーティ
11月17日(日)と き
10時～15時
長岡グランドホテルところ

長岡地域広申込み・問合せ
域行政組合 37‐6067

死者 傷者交通事故
９月 3件

14年累計 77件

1 人

1 人

6人

95人

～ 高齢者の事故が増えています。
ゆとりある運転で交通事故を防ぎましょう ～!

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

平成14年

10.18

くん諸橋 友也
と も や

（文 納）
10月９日
３歳児

健診会場で

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町２－２－23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健診
では、歯科健診がありますので
健診前に歯を磨いておいてくだ
さい。また、希望者にフッ素塗
布を実施します。

※母子手帳、問診票を忘れずに
持参してください。

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

対象者生年月種 類 月 日
ポ リ オ ２ 回 目 11月19日(火) 13.９～13.12
ツベルクリン反応検査 11月26日(火) 14.７～14.８
判 定 ・ Ｂ Ｃ Ｇ 11月28日(木) 14.７～14.８

※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測って頂きます）
※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読ん
できてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康
について相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
11月26日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎子育てについて相談のある人は、おいでください。
保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
11月27日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
準備の都合上、事前に保健福祉課までご連絡く
ださい。 電話52-5836 内線287

□心の悩み精神保健相談
11月８日（金）午後１時30分～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町２－２－23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 電話33-4931問合せ ▼

※事前にご予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健診 11月12日(火) 14年７月生まれ
７ カ 月 児 健診 11月８日(金) 14年3･4月生まれ
１歳６カ月児健診 11月14日(木) 13年５月生まれ

11月20日(水) 12年５月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 11月20日(水) 11年11月生まれ
３ 歳 児 健 診 11月13日(水) 11年６月生まれ

新鮮で安い！と評判の
秋野菜の即売
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〈あぶらげまつり〉
巨大あぶらげ作り・試食、あぶらげ巻寿司早食い大会（参加費
；1,000円）、あぶらげの揚げ実演・販売、あぶらげ料理の紹介、
「おから」の持ち帰りサービス

〈コシヒカリまつり〉
地元産こしひかりおにぎり、地元産きのこ汁、おでん、串焼き肉、
もちつき ほか

〈喫茶コーナー〉
名水で点てた抹茶

た

（お菓子付き）
〈土産コーナー〉
あぶらげ（５枚箱入り）、ジ
ャンボ稲荷寿司

〈その他〉
伝統芸能｢広大寺｣の披
露、ビンゴ、稚鯉すくい、
輪投げなど

あぶらげまつり・コシヒカリまつり
◎杜々の森名水公園 ◎10月27日（日）午前10時～午後３時

ライバルが気になるあぶらげ巻寿司
の早食い大会

ま
つ
り

栃
尾
市
農
業

人口 ２４,９３９人 男 １２,１９０人 女 １２,７４９人 世帯数 ７,３５７
市のようす

９月末現在
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。
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い
。

月

日

ま
で

受
付
期
間

11

29

（金）

※
契
約
の
変
更
や
解
約
を
す
る
と
き
は
、

利
用
権
の
変
更
に
関
す
る
協
議
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
は

利
用
権
の
設
定
で

農
業
委
員
会
事
務
局

‐

問
合
せ

52

２
１
５
３

栃
尾
市
交
通
安
全
協
会
は
、
原
付
免

許
更
新
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
会
員
の
優
良
運
転
者
を
対
象
に
、

交
通
安
全
協
会
前
（
栃
尾
警
察
署
バ
ス

停
）
か
ら
長
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま

で
の
バ
ス
の
運
行
を
し
ば
ら
く
継
続
し
ま

す
。

出
発
日
・
対
象

月
６
日
ま
で
の
免

月
６
日

11

（水）

12

許
更
新
者

月

日
〜
平
成

月

日

12

18

（水）

11

18

15

年
１
月

日
の
免
許
更
新
者

18
交
通
安
全
協
会
前

９
時
発

行
き

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

時
発

帰
り

11

往
復
千
円

負
担
金

今
後
の
運
行
は
、
利
用
状
況

そ
の
他

に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出
発
日
の
２
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
交
通
安
全
協
会

‐
５
２

52

１
３

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
の
運
行
を
継
続

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
の
市
内
保

15

育
所
（
園
）
へ
の
入
所
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

○
対

象

就
学
前
の
児
童
で
、

保
護
者
が
就
労
や
病

気
な
ど
の
た
め
、
家

庭
で
保
育
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
入
所

で
き
ま
す
。

○
申
込
方
法
・
場
所

各
保
育
所(

園)

、
福

祉
事
務
所(

保
健
福

祉
課
内)

ま
た
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

用
意
し
て
あ
る
、
入

所
申
込
書
お
よ
び
関

係
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
入
所
を

希
望
す
る
各
保
育
所

(

園)

ま
た
は
、
福
祉

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

月
１
日

〜

日

ま
で

11

（金）

22

（金）

○
保
育
料

保
育
料
は
、

年
分
の
所
得
税
額
に

14

よ
り
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
額
が
０
円
の
場
合
、

年
度
分
の
市
民
税
額
な
ど
で
決
定

14し
ま
す
。

所
得
税
額
は
、
原
則
的
に
は
父
母
の

税
額
で
決
定
し
ま
す
が
、
家
庭
の
状

況
に
よ
り
祖

父
母
な
ど
の

税
額
を
含
ん

で
決
定
す
る

場
合
が
あ
り

ま
す
。

同
一
世
帯
で

２
人
の
入
所

児
童
が
い
る

場
合
、
１
人

の
児
童
は
基

準
額
の
２
分

の
１
。
３
人

入
所
の
場
合

は
、
１
人
の

児
童
は
基
準

額
の
２
分
の

１
、
１
人
の

児
童
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
保
育
料
の
口
座
振
替

保
育
料
の
納
入
は
、
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

保
育
料
に
は
３
歳
未
満
児
の
主
食
お

よ
び
副
食
給
食
費
、
３
歳
以
上
児
の

副
食
給
食
費
お
よ
び
保
育
材
料
費
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
入
所
の
決
定

入
所
の
決
定
は
、
平
成

年
２
月
下

15

旬
ま
で
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

各
保
育
所(

園)

ま
た
は
福
祉

問
合
せ

事
務
所(

保
健
福
祉
課
内)

‐
５

52

８
３
６
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保育所名 所在地 定員 電話番号
中 央 保 育 所 山田町4-5 45人 52-3433市
白 山 保 育 所 天下島1-9-51 90人 52-4019立
芳 香 稚 草 園 大町5-14 90人 52-1768
善昌寺保育園 原町2-2-7 60人 52-3864
双 葉 保 育 園 谷内2-4-16 100人 52-4402私
東 谷 保 育 園 泉856-1 60人 52-2211
明 星 保 育 所 栃堀2831 30人 52-3522立
みどり保育園 下樫出653-1 90人 52-3239
上 塩 保 育 園 20人 52-3833上塩1153(大野原)

保
育
所
（
園
）
へ
の
入
所
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

受
付
期
間

月
１
日

〜

日

11

(金)

22

(金)

平
成

年
度
の

15

月
１
日
か
ら

10
塩
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
大
野
原
区
に
委
託

地
域
の
集
会
施
設
と
し
て
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
塩
谷
地
区
開
発
セ

ン
タ
ー
は
、

月
１
日
か
ら
大
野
原
区
に
管
理
を
委
託
し
ま
す
。

10

葛
綿

慎(

管
理
人)

‐
９
２
６
５(

Ｆ
Ａ
Ｘ
兼

利
用
の
申
込
み
・
問
合
せ

52

用)

塩
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー

‐
５
２
２
１(

利
用
が
な
い
と
き
不
在)

53

子どもは地域の宝です

チラシは11月５日、配付予定「秋の粗大ごみ収集」
11月20日(水)から29日(金)まで 問合せ：環境衛生課 53 2477-

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
な
っ

て
も
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
自
分
の

生
活
を
見
直
す
た
め
の
教
室
で
す
。

月

日

、

月

日

、

と

き

10

30

（水）

11

21

（木）

月

日

の
全
３
回
シ
リ
ー
ズ

12

19

（木）

い
ず
れ
も

時
〜

時

19

21

文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室
ほ
か

と
こ
ろ

▽
１
回
目
は
講
義
「
糖
尿
病

内

容
の
基
礎
知
識
」
、
講
義
と
実
技
「
糖

尿
病
予
防
の
た
め
の
運
動
」
▽
２
回

目
以
降
は
「
糖
尿
病
予
防
の
食
事
」

と
「
運
動
の
実
技
」

※
１
回
の
参
加
で
も
可保

健
福
祉
課
健
康

申
込
み
・
問
合
せ

づ
く
り
係

‐
５
８
３
６

52

〜
年
末
年
始
を

快
適
に
過
ご
す
た
め
に
〜

お
歳
暮
や
年
賀
状
、
お
正
月
準
備
と

う
っ
か
り
し
が
ち
な
年
末
年
始
の
マ
ナ

ー
と
作
法
を
習
い
ま
す
。

月

日

・

日

・

と

き

11

15

（金）

22

（金）

29

日

・

月
６
日

・

日

の
全

（金）

12

（金）

13

（金）

５
回
、
い
ず
れ
も

時

分
〜

時

13

30

15

分
30

文
化
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室

と
こ
ろ

教
室
・
講
座

夜
の
糖
尿
病
予
防
教
室

再
募
集

公
民
館

「
マ
ナ
ー
講
座
」

人
（
先
着
順
）

定

員

20千
円

教
材
費

小
澤
輝
見
子
さ
ん
（
日
本
マ

講

師
ナ
ー
学
研
究
会
）

月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

10

24

（木）

公
民
館

‐
２
０
２
０

52

紀
元
前
か
ら
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
織
り
機
を
使
わ
な
い
模
様

織
・
カ
ー
ド
織
の
講
座
で
す
。

月
９
日

・

日

、
い

と

き

11

（土）

23

（土）

ず
れ
も

時
〜

時

10

15

お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

８
人
（
先
着
順
）

定

員

歳
以
上
で
２
回
と
も
参
加

対

象

18

で
き
る
人
（
市
外
の
人
も
可
）

三
千
円

受
講
料

筆
記
用
具

持
ち
物

月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

10

28

（月）

受
講
料
を
添
え
て
お
り
な
す

‐
１

51

３
３
１
（
電
話
で
の
仮
申
込
み
も
可
）

お
り
な
す
手
織
り
講
座

カ
ー
ド
織

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 14.10.18

若
者
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅
を
平
に
建
設
中
！

名
称
は

で
す

｢

ス
マ
イ
ル
ハ
イ
ツ
た
い
ら｣

―
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
―

現
在
、
市
内
平
（
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
・
位
置
図
参
照
）
に
、
三
カ
所

目
の
若
者
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅
（
三
棟
二
十
四
戸
）
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

完
成
は
平
成
十
五
年
三
月
、
入
居
は
四
月
一
日
の
予
定
で
す
が
、
こ
の
た
び

市
内
外
か
ら
Ｓ
タ
イ
プ
十
六
世
帯
、
Ｎ
タ
イ
プ
八
世
帯
の
計
二
十
四
世
帯
分
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

（１世帯分）入居者募集住宅
・木造３階建（高床式）長屋型
・１階 車２台駐車可能
・２階 居間・台所（S:13.5畳、N:13.2畳）浴室、トイレなど
・３階 洋室２間（S:８畳･8.3畳、N:8.6畳･６畳）、納戸など

入居条件（所得制限なし）
・入居申込日において、夫婦の満年齢の合計が70歳以下の人
（婚約中も含む）

・入居後、住宅所在地に住所を移動できる人
・市税などの滞納がない人

月額55,000円（駐車料含む、敷金は家賃の3カ月分）家 賃
※共益費が月額1,000円程度必要

建設課に備え付けの申込書に記入・提出申込方法
10月21日(月)～12月２日(月)申込受付期間

申込者多数の場合は、抽選により決定入居の決定
建設課道路住宅係 52‐5825 FAX52‐3990問合せ
http://www.city.tochio.niigata.jp/

申込みの方法

▲住宅の完成イメージ図。図の住宅はＳタイプ

←位置図

年
末
調
整
説
明
会

月
８
日

と

き

11

（金）時

分
〜

時

13

30

15

栃
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

３
階
大
会
議
室

市
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者

対

象

長
岡
税
務
署
法
人
課
税
第

問
合
せ

二
部
門

‐
８
７
２
５

35

アトレとど
栃尾おかめかぼちゃ作品展( ～14(木)展示コーナー ◆ おかめかぼちゃの会) 11／２(土)
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（４）職員の初任給の状況（一般行政職　14年４月１日現在）（８）職員手当の状況（平成14年度支給割合）

（（２）職員給与費の状況（一般会計予算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

（６）一般行政職の等級別職員数の状況（14年４月１日）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成13年度に退職した職員に支給された平均額です。

（３）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（14年４月１日現在）

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。
２．給与費は当初予算に計上された額です。

（７）昇給期間短縮の状況

（注）１．栃尾市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です

（１）人件費の状況（普通会計決算）

栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表栃尾市の職員給与・定員管理等の公表

区　分
住民基本
台帳人口
（年度末）

歳出額 Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
11年度の
人件費率

13年度
14.３.31

25,023人
千円

12,011,140
千円

486,074
千円

2,422,562
％

20.2
％

19.0

区　分 職員数 Ａ

給　　　　与　　　　費
１人当たり
給与額
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期　末・

勤勉手当 計　Ｂ

14年度
人

283
千円

1,120,033
千円

191,690
千円

478,593
千円

1,790,316
千円

6,326

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

栃尾市
円

329,400 ４２.２歳
円

291,076
歳

４９.１

新潟県
円

365,953 ４２.７歳
円

339,900
歳

４５.４

区　分 決定初任給 採用２年経過
日 の 給 料 額

区
分 決定初任給 採用２年経過

日 の 給 料 額

大学卒 栃
尾
市

円

174,400
円

188,900 新
潟
県

円

177,772
円

191,100

高校卒
円

141,900
円

151,800
円

143,570
円

154,546

大学卒
国

Ⅰ種184,200円
Ⅱ種174,400円

Ⅰ種203,800円
Ⅱ種188,900円

高校卒
円

141,900
円

151,800

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

栃　尾　市
一般行政職

大学卒
円

269,100
円

310,800
円

344,500

高校卒
円

211,300
円

269,100
円

310,800

新　潟　県
一般行政職

大学卒
円

296,208
円

353,050
円

396,499

高校卒
円

225,376
円

289,050
円

333,948

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主事
技師

主査
主任

係長
主査

補佐
係長

課長
補佐 課長

職 員 数 人

５
人

２２
人

２３
人

３０
人

４９
人

２９
人

２０
人

６
人

１８４

構 成 比 ％

２.７
％

１１.９
％

１２.５
％

１６.３
％

２６.６
％

１５.８
％

１０.９
％

３.３
％

１００

参
　
　
考

１年前の
構 成 比

％

２.７
％

１１.７
％

１２.８
％

１４.９
％

２７.６
％

１７.５
％

８.０
％

４.８
％

１００

５年前の
構 成 比

％

３.９
％

８.８
％

８.３
％

３０.７
％

２６.８
％

９.７
％

５.９
％

５.９
％

１００

区　分 一　般
行政職

技　能
労務職 区　分 一　般

行政職
技　能
労務職

13
年
度

職 員 数（A）

普通昇給期間
（12～24月）を

（B）
短縮して昇給
した職員数

比　　率（B）／（A）

188人

6人

3.2％

28人

0人

0.0％

12
年
度

職 員 数（A）

普通昇給期間
（12～24月）を

（B）
短縮して昇給
した職員数

比　　率（B）／（A）

190人

8人

4.2％

28人

0人

0.0％

市職員の給与や職員数のあらましと、国及び新潟県職
員との比較を市民の皆さんに公表します。〔 〕

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（13年４月１日現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合の年数です。

区分

勤
勉
手
当

期
末
手
当

期末手当 勤勉手当
６月期 1.45月分 0.6月分
12月期 1.55月分 0.55月分
３月期 0.55月分 －月分
計 3.55月分 1.15月分

期末手当 勤勉手当
６月期 1.45月分 0.6月分
12月期 1.55月分 0.55月分
３月期 0.55月分 －月分
計 3.55月分 1.15月分

退

　

職

　

手

　

当

（支給率） 自己都合　勧奨・定年
勤続20年　 21.0 月分　28.875月分
勤続25年　 33.75月分　44.55 月分
勤続35年　 47.5 月分　62.7 月分
最高限度額 60.0 月分　62.7 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
（２％ ～ 20％加算）

退職時特別昇給　　　原則１号給
（勧奨退職者１号給加算）

１人当たり平均支給額 23,087千円

（支給率） 自己都合　勧奨・定年
勤続20年　 21.0 月分　28.875月分
勤続25年　 33.75月分　44.55 月分
勤続35年　 47.5 月分　62.7 月分
最高限度額 60.0 月分　62.7 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
（２％ ～ 20％加算）

退職時特別昇給
原則１号俸

栃尾市 国

道の駅「Ｒ２９０とちお」

休憩コーナー
◆アメリカンドール＆木工品展（マイスイートマム）

11／１R～12／１M

広報とちお おしらせ版 14 . 10 . 18e

特
殊
勤
務
手
当
（
13
年
度
）

区　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 23.0％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 27,516円

手　当　の　種　類　（手　当　数） 13

代表的な手当の
名　　　　　称

支給額の多い手当 清掃作業手当

多くの職員に支給
されている手当

消防署員手当、危険手当、
税務職員手当

時
間
外
勤
務
手
当

13 年　度
支　　 給　　 総　　 額 42,065千円

職員１人当たり支給年額 156千円

12 年　度
支　　 給　　 総　　 額 43,736千円

職員１人当たり支給年額 160千円

（14年４月１日現在）

（９）特別職の報酬等の状況（14年４月１日現在）

（10）定員の状況
ア部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（11）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
①定員適正化の目標

②定員適正化手法の概要
次の手法により、定員適正化に努めています。

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　　（人）

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

差　引
（実績－計画）

実績職員数

計画職員数

３３９

――

３３４

３３２

△２

３２９

３３０

１

３２７

３２６

△１

３２５

――

――

３２３

――

――

第１次定員適正化計画（平成７年度から平成11年度）では、全体で15人の
職員数の削減を行った。引き続き、第２次定員適正化計画を策定（平成12
年３月１日）し、平成12年度から平成16年度の５カ年で16人の削減を図る。

サ ン セ ッ ト 方 式

民 間 委 託

組 織 機 構 の 改 革

事務の合理化・ＯＡ化

期限の定められた事業は、事業終了時に定員

を削減する。

施設管理業務のうち民間委託できるもの、業

務そのものが民間と競合しているものは、民

間委託化を積極的に図る。

行政需要に対応した組織機構の見直しを行う。

業務内容の見直しとＯＡ化の推進を図る。

区　分 給　　料　　月　　額　　等

給
　
料

市　長
助　役
収入役

810,000円
616,000円
564,000円

期
末
手
当

６月期　 1.45月分
12月期　 1.55月分
３月期　 0.55月分
計　　 3.55月分

報
　
酬

議　長
副議長
議　員

368,000円
306,000円
298,000円

期
末
手
当

６月期　 1.45月分
12月期　 1.55月分
３月期　 0.55月分
計　　 3.55月分

区分

扶
養
手
当

配偶者～16,000円、配偶者以外の扶
養親族のうち２人～各6,000円。ただ
し、配偶者のない職員の場合には、
扶養親族のうち１人は～11,000円、
その他の扶養親族１人につき～3,000
円（満16歳の年度初めから満22歳の
年度末までの子は5,000円加算）

同じ －－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－

交通機関利用者～国
は、負担している運
賃の額に応じて最高
50,000円（運賃の額
が55,000円以上の場
合）まで支給してい
る。
交通用具使用者～国
は、片道の使用距離
に応じ、2,000円（５
㎞未満）から最高
20,900円（40㎞以上）
まで支給している。

同じ

異なる

借家～月額12,000円を超える家賃を
支払っている職員に対し、負担して
いる家賃の額に応じて最高27,000円
（家賃の額が55,000円以上の場合）ま
で支給する。自宅～月額1,000円。た
だし、住宅を新築、購入した場合５
年間は月額2,500円。

片道２㎞以上の職員に片道１㎞につ
き1,170円を支給する。（ただし、公
的交通機関の利用料金を超えるとき
は、その利用料金とする）最高
50,000円まで支給する。

.

住
居
手
当

通
勤
手
当

内　　　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

区　　分 対 前 年 増 減 数
部　　門 平成12年 平成13年 平成14年 平成12年 平成13年 平成14年
議　　会 4 4 5 △1 0 1
総務企画 52 54 55 0 2 1
税　　務 19 19 20 0 0 1
民　　生 42 28 28 △2 △14 0
衛　　生 18 24 24 0 6 0
労　　働 0 0 0 0 0 0
農林水産 23 22 23 0 △1 1
商　　工 13 13 13 0 0 0
土　　木 22 21 20 △1 △1 △1
小　　計 193 185 188 △4 △8 3
教　　育 50 47 43 0 △3 △4
消　　防 36 39 38 △2 3 △1
小　　計 86 86 81 △2 0 △5

普通会計 279 271 269 △6 △8 △2
水　　道 14 14 16 0 0 2
下 水 道 16 15 12 △1 △1 △3
そ の 他 23 30 29 0 7 △1
小　　計 53 59 57 △1 6 △2

合　　計 332 330 326 △7 △2 △4

部　　門 増員数 減員数 差引 主 な 増 減 理 由

議　　会 1 0 1 運転手配置による増

総務企画 2 1 1 全国特別豪雪地帯市町村協議会に職員派遣による増

税　　務 1 0 1 国保、介護保健賦課徴収事務の移管による増

民　　生 1 1 0 部門内で増減相殺

衛　　生 0 0 0

労　　働 0 0 0

農林水産 1 0 1 中山間地業務の増

商　　工 0 0 0

土　　木 0 1 △1 業務内容精査による減

小　　計 6 3 3

1 5 △4
小学校統合による管理員の減
社会教育課と公民館を廃止し、生涯学習課新設による減

消　　防 0 1 △1 退職不補充による減

小　　計 1 6 △5

水　　道 2 0 2 下水道、ガス水道料金一体収納による増

下 水 道 0 3 △3 下水道、ガス水道料金一体収納による減

そ の 他 0 1 △1 国保、介護保険賦課徴収事務の移管による減

小　　計 2 4 △2

合　　計 9 13 △4

（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、
臨時又は非常勤職員を除いている

特
別
行
政

部
門

公
営
企
業
等
　

会
計
部
門

イ　平成14年の職員数の増減状況

職　　　員　　　数

一

般

行

政

部

門

教　　育

一

般

行

政

部

門

特
別
行
政

部
門

公
営
企
業
等
　
　

会
計
部
門

道院高原は11月5日Oから冬期休業となります。ご利用ありがとうございました。



こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
、
家
庭

や
職
場
で
暖
房
器
具
を
取
り
扱
う
機
会

が
多
く
な
り
、
火
災
の
危
険
が
増
え
て

く
る
こ
と
か
ら
、
今
年
も

月
９
日
の

11

「
１
１
９
番
の
日
」
を
初
日
に
全
国
一

斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

栃
尾
市
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
建
物

火
災
６
件
、
林
野
火
災
１
件
、
そ
の
他

の
火
災
２
件
の
計
９
件
の
火
災
が
発
生

し
、
大
切
な
財
産
が
焼
失
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
火
災
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ち

ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
や
不
注
意
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

『
消
す
心

置
い
て
く
だ
さ
い

火
の

そ
ば
に
』
を
合
言
葉
に
、
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

寝
室
や
台
所
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
取
り
付
け
て
お
け
ば
、
火
災
を
い
ち

早
く
発
見
で
き
、
就
寝
中
で
も
音
で
火

災
の
発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
や
住

宅
用
自
動
消
火
装
置
は
、
火
災
に
よ
る

熱
を
感
知
し
て
、
自
動
的
に
「
水
」
や

「
消
火
性
能
を
有
す
る
薬
剤
」
な
ど
を

放
出
す
る
設
備
で
、
特
に
火
災
の
発
見

や
対
応
が
遅
れ
が
ち
な
一
人
暮
ら
し
の

☆
住
宅
火
災
対
策

の
推
進

高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
る
の
に
威
力
を

発
揮
し
ま
す
。

◆

月
３
日
〜
５
日
、
市
総
合
体
育
館

11で
ミ
ニ
防
火
展
を
行
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
街
頭
広

報
（
ご
声
援
お
願
い
し
ま
す
）

◆
地
元
消
防
団
員
に
よ
る
各
家
庭
の
防

火
指
導
と
火
災
予
防
チ
ラ
シ
配
布

◆
多
数
の
人
が
働
く
事
業
所
な
ど
に
対

し
、
防
火
査
察
・
消
防
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
一
部
に
、

◆
70防

火
査
察
に
伺
い
ま
す
。

☆
期
間
中
の主
な
行
事

栃
尾
市
で
の
９
月
末
日
ま
で
の
出
動

件
数
は
、
「
火
災
９
件
・
救
急

件
・

456

救
助

件
」
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
１

10

１
９
番
通
報
に
よ
る
も
の
で
す
。

早
い
通
報
で
最
小
限
の
被
害

■
も
し
、
あ
な
た
の
家
で
火
事
や
急
病

人
な
ど
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
ら
、
あ

な
た
は
的
確
に
場
所
や
そ
の
状
況
を
要

領
よ
く
、
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？特

に
緊
急
事
態
発
生
時
に
は
、
気
持

ち
が
動
転
し
て
思
う
よ
う
に
話
が
で
き

な
く
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
の
た
め
に
、
電
話
機
の
近

く
に
通
報
要
領
を
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
『
局
番
な
し
』
１
１
９
番
を
ダ
イ
ヤ

ル
し
て｢

火
事
か｣｢

救
急
か｣

を
話
す
。

○
住
所
（
場
所
）
を
話
す
。

○
氏
名
を
話
す
。(

世
帯
主
氏
名
な
ど
）

○
目
標
物
と
な
る
も
の
を
話
す
。

（
○
○
会
社
の
前
、
○
○
商
店
の
隣

な
ど
）

○
使
用
し
て
い
る
電
話
番
号
を
話
す
。

○
火
事
・
救
急
の
内
容
を
話
す
。

栃
尾
市
内
で
携
帯
電
話
か
ら
１
１
９

番
通
報
す
る
と
、
長
岡
市
消
防
署
に
つ

な
が
り
、
そ
れ
か
ら
栃
尾
市
消
防
署
に

転
送
さ
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
な
ど
は
便
利
で
す
が
、
途

中
で
切
れ
た
り
、
音
声
が
途
切
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
事
故
現
場
が
栃
尾
市
で
あ
る
こ
と
を

告
げ
る
。

�
車
の
場
合
は
停
車
し
、
歩
行
の
場
合

は
歩
き
を
止
め
て
通
報
す
る
。

�
通
報
後

分
位
は
、
電
源
を
切
ら
な
い
。

10

(

消
防
署
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）
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月
９
日

〜

日

全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
運
動
11

（土）

15

（金）

消
す
心

置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に
″

統
一
標
語

″

【

月
９
日
午
前
８
時

分

各
地
区
と
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
、
半
鐘
を
打
鐘
し
ま
す
】

11

30

月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

11
家
族
の
尊
い
生
命
と

貴
重
な
財
産
を
守
る

｢

１
１
９
番｣

☆
緊
急
通
報
要
領

☆
携
帯
電
話
に
よ
る

１
１
９
番
通
報

通

報

者

�
通
話

栃
尾
市
消
防
署

�
転
送

長
岡
市
消
防
署

�通報

住宅火災（福岡市消防局提供）

火
災
の
早
期
発
見

火
災
を
早
く
消
す

文化センター

ギャラリーとちお
◆秋のてまり展(栃尾てまりの会) ◆ちぎり絵展(栃尾ちぎり絵の会)

11／５(火)～28(木) 11／５(火)～14(木)

今
年
も
ホ
ー
ム
教
養
講
座
で
学
ん
だ

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
料
理
講
座
の
受

講
生
に
よ
る
屋
台
も
あ
り
ま
す
。

市
美
術
展
鑑
賞
か
た
が
た
お
い
で
く

だ
さ
い
。

月
３
日

時
〜

時

と

き

11

（祝）
10

15

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

と
こ
ろ

生
け
花
、
ペ
ン
字
の
展
示
、

内

容
お
茶
会
、
屋
台
（
お
で
ん
、
焼
そ
ば

の
販
売
）公

民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

知
事
と
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち
が
、

そ
の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

月

日

時

分
〜

時

と

き

11

26

（火）
13

30

16

長
岡
市
立
中
央
図
書
館
２
階

と
こ
ろ

講
堂
（
長
岡
市
学
校
町
）

｢

若
者
が
集
う

魅
力
的
な
ま

テ
ー
マ

ち
づ
く
り

〜
地
域
資
源
・
文
化
を

長
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
〜｣

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

催

し

知
事
と
語
る
む
ら
お
こ

し
・
ま
ち
づ
く
り

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

紅

葉

祭

そ
の
他

※
保
育
ル
ー
ム
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
時
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
要
保
険
料
）

月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

11

18

（月）

に
長
岡
地
域
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

38

FAX
38

Email:t02107a5@mail.pref.niig
ata.jp

肺
機
能
障
害
者
を
対
象
に
、
正
し
い

知
識
と
療
養
方
法
を
習
得
す
る
教
室
で
す
。

月

日

と

き

▽
Ａ
コ
ー
ス
…
11

11

（月）

時
〜

時

月

▽
Ｂ
コ
ー
ス
…

18

20

11

25

日

・

日

、
い
ず
れ
も

時

（月）

29

（金）

13

30

分
〜

時

分

15

30

長
岡
中
央
綜

と
こ
ろ

▽
Ａ
コ
ー
ス
…

合
病
院
講
堂

長
岡
中

▽
Ｂ
コ
ー
ス
…

央
綜
合
病
院
第
１
指
導
室

い
き
い
き
呼
吸
教
室

睡
眠
時
無
呼

対

象

▽
Ａ
コ
ー
ス
…

吸
症
候
群
の
人

肺
気

▽
Ｂ
コ
ー
ス
…

腫
、
じ
ん
肺
な
ど
と
診
断
さ
れ
た
人

で
、
医
師
か
ら
禁
煙
を
指
示
さ
れ
禁

煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
。
肺
結

核
後
遺
症
者
で
息
切
れ
な
ど
の
症
状

が
あ
り
、
主
治
医
の
許
可
の
あ
る
人

人

定

員

▽
Ａ
コ
ー
ス
…
40

人

▽
Ｂ
コ
ー
ス
…
15

Ａ
コ
ー
ス
は

月

申
込
み
・
問
合
せ

11

８
日

ま
で
、
Ｂ
コ
ー
ス
は

月

（金）

11

20

日

ま
で
に
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事

（水）
務
所
医
薬
予
防
課

‐
４
９
３
２

33

平
成

年
４
月
１
日
現
在
、

受
験
資
格

15

歳
以
上

歳
未
満
の
男
子
で
中
学

15

17

校
卒
業
者
、
ま
た
は
卒
業
予
定
者

月
５
日

〜
平
成

年

受
付
期
間

11

（火）

15

自
衛
隊
生
徒
募
集

１
月
７
日
（火）
平
成

年
１
月

日

試
験
日

15

11

（土）

生
徒
教
育
３
年
修
了
時
に
は
、

待

遇
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。

自
衛
隊
新
潟
地
方

問
合
せ
・
申
込
み

連
絡
部
長
岡
出
張
所

‐
０
２
５
６

33

合
併
問
題
を
見
据
え
た
今
後
の
地
域

づ
く
り
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ

地
域
づ
く
り
講
演
会

く
り
・
町
づ
く
り
・
人
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
講
師
に
半
籐
一
利
さ

ん
（
作
家
）
を
む
か
え
、｢

歴
史
に
学
ぶ

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り｣

を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

月

日

時

分
〜

時

と

き

11

12

（火）
18

30

20

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
Ｎ

と
こ
ろ

Ｃ
ホ
ー
ル

人
（
事
前
申
し
込
み
は
、

定

員

450

不
要
）

無
料
（
た
だ
し
、
駐
車
料
金

入
場
料

が
必
要
）長

岡
地
域
広
域
行
政
組
合

問
合
せ

|||||| |||||(7) 広報とちお おしらせ版 14.10.18

を11月から年賀はがき
発売します

栃
尾
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

年
賀
は
が
き(

栃
尾
て
ま
り)

市外・県外の友人や知人には、栃
尾オリジナルデザインの年賀はがき
をご利用ください。
お求めは、市内各郵便局、切手販

売所まで。（１枚50円）

美術館
市民ギャラリー

◆筒場太山写真展 ◆栃尾写真クラブ25周年記念展続シャドゥグラフ｢Ａ＆Ω｣
アルファとオメガ

／22(火)～11／４(祝) 11／６(水)～17(日)10

‐
２
５
０
７

‐
２
６
７
０

月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

11

☆
巡
回
展

「
バ
ラ
ン
ス
グ
ロ
ー
ブ
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
発

電
側
と
消
費
側
の
バ
ラ
ン
ス
や

環
境
と
の
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。

月

日

ま
で

と

き

12

20

（金）

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
秋
番
組

「
あ
な
た
も

名
（
迷
）
カ
メ
ラ
マ
ン

」
?!

月
１
日

ま
で

と

き

12

（日）

大
人
七
百
十
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
四
百
十
円
、
幼
児
無
料

▽
３
日

ゾ
ウ
リ

☆
各
種
教
室

（日）

ム
シ
や
ア
メ
ー
バ
ー
を
観
察
し

よ
う
○
、
ペ
ン
ペ
ン
琴
▽
４
日



顕
微
鏡
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
、

（月）

日
本
野
鳥
の
会
新
潟
県
支
部
研

究
発
表
会
▽
７
日

星
空
ウ
ォ

（木）

ッ
チ
ン
グ
○
▽

日

高
速
船



10

（日）

を
走
ら
せ
よ
う
▽

日

か
ら

17

（日）

く
り
の
世
界
、
分
光
器
で
虹
を

見
よ
う
▽

日

お
も
し
ろ
天

24

（日）

気
の
話
▽

日

プ
ラ
ネ
タ
リ

30

（土）

ウ
ム
星
空
散
歩

※
○
‐
電
話
な
ど
に
よ
る
申
し
込

み
が
必
要
。
ま
た
教
室
に
よ
っ

て
は
、
入
館
料
の
ほ
か
に
参
加

料
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日

た
だ
し

休
館
日

４
日

は
開
館
、
５
日

休
館

（祝）

（火）

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１



‐
６
０
６
７


37
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